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東駿河湾環状道路は沼津、三島市街地の慢性的な交通渋滞を緩和する目的で建設が計画された広

域道路で、沼津市岡宮～愛鷹南麓、長泉町、箱根西麓を経由して函南町の熱函道路に至る予定であ

る。この地域は、古くから多くの埋蔵文化財の包含地としても知られており、道路建設予定地内に

も多くの遺跡が存在している。これらは周知の遺跡として登録されていることにより、その実態が

充分に明らかにされないまま現在に至るまで保存されている。当研究所におけるこの東駿河湾環状

道路に伴う緊急調査は、今年で7年目をむかへ、調査面積も箱根西麓を中心に、約7万扇になろう

としている。

小池遺跡は三島市徳倉に位置し、東駿河湾環状道路建設のための埋蔵文化財の事前調査によって

新しく登録された遺跡である。谷に挟まれた痩せ尾根上はナラやクヌギ等の広葉樹が茂る自然林で

あり、その頂上付近より縄文時代中期の住居跡が4軒検出された。遺物の出土状況や炉の使用状況

より、長期にわたって使用されたものではなくキャンプサイト的なものであったと考えられる。遺

物は縄文時代早期から晩期にわたっており、特に早期後半の貝殻条痕文系の土器は数において当遺

跡を代表するものである。また遺構外出土遣物ではあるが、晩期の安行Ⅲa式土器が出土している

ことは大変興味深い。

近年、汎日本的に開発行為に伴う埋蔵文化財の緊急発掘が増加する中で、この静岡県も例外では

なく東駿河湾環状道路や第二東名を代表するような1遺跡1万扇を越す大規模発掘が多数行われて

いる。記録という形で保存、蓄積されていく膨大な遺跡資料が、研究、教育という分野で新たに活

用され、文化財の理解と保護に役立っていくことを期待する。

最後になったが、調査ならびに本書の作成にあたっては建設省をはじめとした関係機関各位に多

大なる援助・協力をうけた。厚くお礼を申し上げる。またこの場をお借りして、現地調査・資料整

理に参加した調査員・作業員の労をねぎらいたい。

平成10年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎　藤　　忠
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1本書は静岡県三島市徳倉1173－1に所在する小池遺跡の発掘調査報告書である。

2　調査は、平成7年度に実施した第1次調査（試掘調査）の結果を受け、平成9年度東駿河湾環状道

路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、建設省中部建設局沼津工事事務所の委託を受け、

静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成9年4月から同

年10月まで現地調査を実施した。

3　小池遺跡の資料整理は、平成9年11月から平成10年3月まで実施した。

4　調査体制は、以下のとおりである。

平成7年度（試掘調査）

所長　斎藤　忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭、調査研究部長　小崎章男、

調査研究4課長　橋本敬之、調査研究員　仲家三千彦

平成9年度（本格的調査・資料整理）

所長　斎藤　忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭、調査研究部長　石垣英夫、

調査研究4課長　橋本敬之、

調査研究員　笹原千賀子・井上　隆（至11月）・増井啓太（至9月）

5　整理作業の迅速化をはかるため、石器の実測の一部と実測用写真の撮影を㈱シン技術コンサルに委

託した。

6　調査では以下の方々、団体に御指導、御助言を賜った。厚くお礼申し上げる。（敬称略）

上杉　陽（火山灰）　三島市教育委員会　　沼津市教育委員会

7　本書の作成、執筆は職員が分担しておこなった。執筆分担は目次に（）で示した。

8　発掘調査資料は、すべて静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。

9　本書の編集は静岡県埋蔵文化財調査研究所がおこなった。



凡 例

本書の記載については、以下の基準に従い統一を図った。

1調査区の方眼設定は、国家座標（平面直角座標Ⅷ系）の軸線を基準に、国家座標仁づ4450・Oq38710・0（》＝

（A，1）と設定した。

2　出土遺物は各層ごとに4桁の通し番号を付して取り上げ、石器S、土器P、礫Rの略号を付した0

3　土器挿図中のNO．は同一個体の場合数字の枝番としてアルファベットを用いた。

4　石器の実測は原則として第三角投影図法に拠った。

5　出土遺物の実測図の縮尺は、原則として土器1／2、石器1／1、1／2、4／5としたが、一部異なっている

ものもある。全挿図にスケールを付している。

6　挿図中の図面は、原則として北方向を図面の上とし、特別変更のある場合は方位により北方向を示

した。縮尺は各図に示すとおりである。

7　土層、土器の色調は、新版『標準土色調』（農林水産技術会議事務局監修1992）を使用した。

8　本文中の遺構・遺物に関する標記は以下のとおりである。

層　　　　　　 名 遺　　　　　 構

F B a　 富士黒土層a B B Ⅱ　　 第Ⅱ黒色帯 S B　　　 r住居跡

F B b　 富士黒土層b S C Ⅱ　　 第 Ⅱスコリア層 S P ・　　　 ピット

Y L　　 休場層 B B Ⅲ　　 第Ⅲ黒色帯 遺 ．　　　 物

B B O　 休場層直下黒色帯 S C ⅢS 1 第Ⅲスコリア帯スコリア1 l‥‥ ‥ I タタキ面

S C I 第 I・スコリア層 S C Ⅲb 1 第Ⅲスコリア帯黒色帯1 ← →　 スリ面

B B I 第 I黒色帯 S C ⅢS4　第Ⅲスコリア帯スコリア4 医 重 囲　 タタキの範囲

N L　　 二セローム 匡≡≡≡ ヨ　 ネリの範囲

岩石和名 岩石英名　　　　　　略号

ガラス質黒色安山岩

黒曜石
ホルンフエルス

頁岩

圧砕岩

硬質細粒凝灰岩

珪質細粒圧砕岩

緑色凝灰岩
細粒安山岩

硬砂岩

砂岩

白雲母片岩

輝石安山岩

角閃岩
玄武岩

玄武岩質溶岩

石英質砂岩

角閃石デイサイト
閃緑岩

デイサイト

石英閃緑岩

安山岩質溶岩

Glassy－Black－Andesite GAn

Obsidian Ob

Hornfels Hor

Shale Sh

Mylonite My

Hard－Fine－Tuff HFT

Siliceous－Fine－MyIonite SFM

Green－Tuff

Fine－Grain－Andesite

Hard－Sandstone

Sandstone

Muscovite－Schist

Pyroxene－Andesite

Amphibolite

Basalt

Basalt－Laba

Quartz－Sandstone

Hornblede－Dacite

Diorite

Dacite

Quartz－Diorite

Andesite－Lava
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第I章　調査の概要

第1節　調査に至る経緯

静岡県三島市は、県東部に位置し首都圏より東海道新幹線で約1時間の距離にあり、伊豆・箱根をは

じめ富士山周辺における観光地の拠点として、または古くから東西を結ぶ交通の要所として発展してき

た。近年では首都圏から近いということともあいまって、通勤・企業進出という側面からも急速に発達

した。したがって、人口増加と共に市内を通過する車両も増加の一途をたどっており、主要幹線道路で

ある、国道1号線・国道136号線・県道などが市街地内で接続しているため、行楽客の車両を含む休日は

もとより、平日も大変混雑し、市民活動や経済活動に深刻な影響を与えつつある。このような、交通渋

滞を解消し、豊かな市民生活と円滑な経済活動をめざすため、東駿河湾環状道路の建設が計画された0

この東駿河湾環状道路の路線は、沼津市岡宮、国道1号線バイパスから愛鷹山南麓、箱根山西麓を通過

し、函南町平井で熱函道路に接続する総延長約15kmの道路である。

さて愛鷹山南麓、箱根山西麓は、旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡が集中する地域であり、こ

の東駿河湾環状道路は、この遺跡集中地域を通り建設される予定である。そのため、平成2年に三島市

教育委員会により予定路線内の遺跡確認踏査が串こなわれ、周知の遺跡を含んだ31カ所が埋蔵文化財包

蔵地の可能性がある地点として報告された。当研究所ではその報告を受け、平成8年に5，6地点と呼

ばれている地点の試掘調査を実施した。この結果富士黒色土中より縄文土器、礫等が出土したため、地

域の小字名をとって′J、池遺跡とし、静岡県教育委員会にその旨を報告した。本格的調査は、試掘調査に

ょって縄文時代の遣物包含層が確認された5，130I迂に対して平成9年4月より平成9年10月までおこなっ

た。調査は記録保存を目的とし、調査機関として当研究所が、また指導機関とて静岡県教育委員会文化

課が担当した。

第2節　調査の方法

遺跡全体を把握するために、国家座標（Ⅹ、Y）＝（一94450・00，38710・00）上を原点Alとし、Ⅹ

方向にアルファベット、Y方向に数字を付し遺跡全体に10mの方眼を設定してグリッドとした（第3図）。

またAl座標を仮に（Ⅹ、Y）＝（0，0）とし、遺物の位置を示すために用いた0これらは全て地理

座標に準じているため、南北方向にⅩ軸を、東西方向にY軸をとっている0また、調査区は狭い尾根上

に東西に広がっているため、地形の変換点であるY16グリッドを境として仮に1区、2区と呼称した0

調査区は現状が広葉樹の森であり、試掘の結果遣物の包含層が表土下20cmに存在することが確認され

ていたため、遣物、遺構の残存状態が良好であると予想される山頂部、尾根頂部については人力によっ

て樹木の根株の伐根をおこなった。また斜面地においては重機による表土除去を実施している0

調査区全域は斜面地のため、火山灰の堆積が不明瞭である0そのため、1区においてはL字状の、2

区では調査区に平行なトレンチを設定し、包含層・標準土層を確認したのちに精査を開始した。また4

層以下では、3×3mのテストピットを比較的平坦な地形を選んで設定し、下層の調査をおこなった。

遺物の取り上げはトータルステーションを用い、遺物には層別に土器＝P、石器＝S、礫＝Rの略号

と4桁の番号を付しⅩ、Yの座標と標高（H）の記録とともにコンピューターに保管した0また遺構、

セクションについては原則的に1／20の図面によって保管している。

写真撮影は、中型カメラ（6×7）1台、小型カメラ（35皿）3台を使用した。

－1－
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第1図　国家座標と遺跡の地形（1／1，000）
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第3図　グリッド配置図（1／5，000）

第3節　調査の経過

試掘調査は平成8年1月に約1ケ月間、本格的調査は平成9年4月～10月、資料整理は本格的調査に

引き続き平成9年11月～平成10年3月までおこなった。

小池遺跡（5、6地点）の試掘調査は、徳倉B遺跡（7地点）、上ノ池遺跡（8地点）の確認調査とと

もに行われ、縄文時代の遺物、焼土等を検出したため、範囲を拡張し本調査を行うこととなった。

表1　工程表

現
地
調
査

H9／4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 HlO／1月 2月 3月

深堀

撤収

抜根

精査

資
料
整
理

基I 整理

報告書作成
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調査区の東側の丘陵地を1区、尾根沿いに西へのび

る部分を2区とし、平成9年4月より表土除去を開始

した。

5月に入り抜根作業も継続しながら本格的な調査を

1区より開始した。縄文層を精査する一方で土層の堆

積状況が不明瞭なため、調査区に約10mのトレンチを

掘削し、層位を確認していった。遺物はカワゴ平パミ

スの直上から休場層直上にかけて集中して出土し、縄

文時代早期後半の条痕文系土器から前期の諸磯b式、

中期の藤内式の土器を検出した。また、住居跡と焼土

も確認した。

6～7月は台風等もあり天候の悪い日が多かった。

1区第2層の精査が終わり、第3層の精査に入る。M

19グリッドから検出された焼土を除去した下に平石及

び縄文中期の勝坂式土器が敷かれており、調査したと

ころ住居跡と判明した。SB2、SB3を完掘、精査

し、7月7日に1区の全景写真を撮影した。

8月は1区の第3層を精査し、縄文中期を中心とす

る時期の土器片や黒曜石片が多数出土した。またSB

lには巨石を炉に伴い、4本の柱穴も検出できた。中

部ローム層上面まで達する試掘坑を1基掘削し、火山

灰学的見地から各層の年代や堆積の特徴を検討、8月

12日に都留文科大学の上杉陽教授によるテフラの肉眼

同定を行った。つづいて1－2区の境界にトレンチを

設定し、土層の堆積状況を確認した。2区の第2層の

精査を開始する。

9月は1区第3層の精査により、遺物が多数出土し

中期井戸尻式の顔面把手や、縄文時代草創期の尖頭器

も発見された。また、SB5が検出され調査された。

2区は第2層の精査をし、石器、土器片が出土した。

第3層の精査にも着手し、その堆積状況を確認するた

め、調査区北端部にトレンチを断続的に8ヶ所設定し

掘削したが、2区高所の平坦部分には包含層が堆積し

ておらず、西方の斜面には遣物が少ないことが判明し

た。

10月に入り、旧石器時代の調査のためにテストピッ

トを設け掘削したが、検出される遺物や遺構はほとん

ど無かった。当初本遺跡は1年間の調査期間であった

が、遣物、遺構の検出が予想以上に少なく、10月末日

をもって調査を終了した。11月12日までに全ての撤収

作業を終了した。
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第Ⅱ章　遺跡の概要

第1節　地理的環境

小池遺跡は箱根山西麓に放射状に広がっている尾根群の一つに位置している。遺跡の範囲が尾根の先

端部分から西側の斜面にかけて広がっているため、20m近い高低差があり、高い地点では海抜155mを越

える。調査の結果、遺跡の立地する尾根は中部ロームが開折を受けた後に休場層・富士黒土層・栗色土

層といった火山灰による層が堆積する事により形成されたことが分かっている。この地形は縄文時代の

時点でほぼ完成されており、現在に至るまでそれほど変化はしていない。小池遺跡は縄文時代の遺跡で

あり、上部に堆積した層の中から遣物や遺構が検出されている。当時の小池遺跡において生活を営んで

いた人々は、今我々が見ることのできるものと同じ地形を活用し、同じ景色を眺めていたと思われる。

縄文時代の人達の生活の舞台となった箱根山西麓の形成は今より約40万年前から約3千年前までの間続

いていた箱根火山の活動に拠るところが大きい。箱根山は新旧2つの外輪山と中央火口丘群から成る三重

式火山と呼ばれるもので、それらを生み出した火山活動の中でも、箱根西麓が造られる際の最大の要因

となったのは、新期外輪山が形作られた時の火山活動に伴う、新期箱根軽石流と呼ばれるものである。

この活動は約13万年前より開始され、約7～5万年前の間には3度に及ぶ大規模な軽石流の噴出があり、

その結果として箱根山の西側に緩やかな斜面地が形成された。その後、中央火口丘群や古富士火山後期、

新富士火山の活動などによる火山灰が堆積し、それを境川・沢地川・山田川・来光川・冷川といった狩

野川の支流にあたる河川が侵食していった結果、現在見られるような入り組んだ地形が形成された。

第2節　歴史的環境

箱根西麓において人類が残した最古の痕跡としてはおよそ3万年前、後期旧石器時代のものが確認され

ている。旧石器時代の箱根西麓は磐田原台地西縁、愛鷹山東南麓と並び静岡県下で当時の遺跡が集中し

ている代表的な地域でもある。

今回調査の実施された小池遺跡は旧石器時代よりも新しく、縄文時代早期及び中期に属する遣物が多

い遺跡である。ちょうどこの頃に当たる箱根西麓の遺跡の数は草創期と比べて飛躍的に増加しており、

当時の箱根西麓の環境は縄文時代人の生活様式に適していたのか、ほとんどの尾根上に遺跡が存在して

いるといえるほどである。箱根西麓には約300を超える数の縄文時代の遺跡があるが、その内のほとんど

が早期または中期に関わる遺跡である。また、それらのほとんどが散布地とされている。中には住居跡

などの遺構が検出されている遺跡もあり、代表的な遺跡としては乾草峠遺跡や千枚原遺跡などの集落遺

跡を挙げることができる。両遺跡とも小池遺跡とはそれほど離れていない位置にある。乾草峠遺跡は早

期後半の遺跡であり、14基の住居跡、土坑等が見つかっている。出土している土器は早期隆帯文土器を

主体とする一群と東海系と呼ばれている貝殻腹縁文や沈線文を有する土器の一群とに分けられている。

千枚原遺跡は箱根西麓でも最大級の遺跡とされ、古くから知られている遺跡である。早・前期の土器

も出土しているが、中期前半から後期前半に相当する土器が主体をなしている。同遺跡からは8基の住

居跡と2基の敷石住居跡とが検出されており、その内時期の明確なものは中期後半のものとされている。

これら二つの遺跡のほか、反畑、徳倉片平山B、樋道、笹原後F、北山、柳沢B、柳沢D、大洞、上黒

岩遺跡などからも早期から中期にかけての住居跡が発見されている。
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番号

1

遺跡名

小池

長平衛平

徳倉 B

上ノ池

八田原

加茂ノ洞 B

焼場

時期

早 ・中期

番号 遺跡名 時期
番号 l遺跡名 時期

8 下原 早期 15 樋道 早 ・中期

2 早 ・中期

早 ・中期

早期

9 押出シ 中期 16 笹原後 F 早 ・中期

3 10 桧林 A 早期 17 北山 i中期

4 1 1 反畑 中期 18 i柳沢 B 早 ・中期

5 早 ・中期

早期

12 千枚原 中期 19 柳沢 D 中期

6 13 乾草峠 早期 20 大洞 l中期

7 早 ・中期 14 徳倉片平山B 早 ・中期 21 上黒岩
ll早 ・中期

第4図　周辺の縄文時代の遺跡
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第3節　土層堆積状況

遺跡は両側を浅い谷に挟まれた痩尾根上に位置しているため、土層の堆積状況は必ずしも良いとはい

えない。第5図に模式図を示したが、これは比較的安定していたM18グリッド付近の土層堆積状況である0

第6図には調査区全域に設定したトレンチ調査の結果を記載しているが、1区頂部においては下部ロー

ム層上に上部ローム層が、2区では中部ローム層上に休場層、あるいは富士黒土層が堆積しているのが

確認できる。後期旧石器時代の初め（約3万年前）と終わり頃に大きく開折を受けた結果であろう。ま

た1区尾根の頂部では黒色帯の発達（発色）が悪く、特に富士黒土層においては、色調だけでは休場層

と区別が難しい場所も存在する。以下に遺物・遺構の検出があった1～6層に関して詳述する。

なお、第5図のテフラ番号、あるいは火山性噴出物に関する記載は、都留文科大学教授、上杉　陽氏

の肉眼レベルでの現地指導の結果をもとに、調査担当者が作成した。

1層　　表土（腐植土）

2層　　栗色土層 白色パミスを含む黄褐色土。粘性なし。

白色パミスが集中する部分にカワゴ平軽石が観察できる。谷部では、仙石スコ

リアに類似する黒色スコリアが観察され、これを多く含む層を2－2層として

部分的に分層している。堆積は不安定で、3層と視覚的に分層できない部分も

ある。

3層　富士黒色土層　直径2～4mmの赤色スコリアを含む、明褐色土0

通常箱根西麓では、富士黒色土をスコリアと色調によって2層に分層していた

が、当遺跡では肉眼での分層は不可能であった。しかし、3層上部は2層と類

似し粘性がほとんどないのに比べ、下部になるに従って粘性が増し、しまって

くるのが特徴である。上杉氏の指導ではこの粘性の違いが層の境となり、これ

より上層が新富士火山を起源としたもので、下層が古富士火山起源の黒土帯で

ある可能性が指摘された。

4～6層　休場層 直径2～4mmの赤色スコリアを含む、褐色～明黄褐色のローム質土。

層間に入る赤色スコリア層で3層に分層し、それぞれ上層、中層、下層と呼ん

でいたが、当遺跡ではその赤色スコリア層が観察されず、層全体に散っている

様子が看取された。よってここでは赤色スコリアをほとんど含まない上層、全

体的に散っている中層、直径3～5mmのスコリアを多く含み色調がやや暗くな

る下層、と分層した。

上杉氏より指導を受けた層位は、以下20層まで続くが、遺物の検出が見られなかったため、ここでは

省略し、テフラ番号や含有物については第5図を参照されたい。また今回の現地指導によって、これまで

この地域で遺物の出土層位を表すために使用されてきた名称（YL、BBO等）が遺跡間で認識の食い

違いが生じている可能性があること、新富士火山、古富士火山黒土層が混同されている可能性があるこ

となどが指摘された。この点は現在各遺跡間で調整中であり、調査員個々の認識の違いを埋めるため、

火山灰同定の必要性を再認識した。
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層　名

表土

栗色土層（Ku）

富士黒色土層　（FB）

色　調

10YR5／8

テフラ番号 特徴的な含有物

「》「

休場層上層（YLU）

休場層中層　（YLM）

休場層下層（YLL）

休場層直下黒色帯（BBO）

第1スコリア層（SCl）

第I黒色帯（BBl）

二セローム（N L）

第日黒色帯（BBll）

第日スコリア層（SCll）

第日黒色帯（BB川）

第日スコリア層スコリア1

（SClllsl）

第日スコリア層黒色帯

（SCHbl）

第日スコリア層（SC＝）

第日スコリア層スコリア4

（SC‖S4）

スコリア質土

ペアスコリア

．t■tl ttlllt．■－tt1－－ttl－▼l Pヽttl－ttlt

旺［皿　耕作土

［コ　ローム

囚　黒色帯
▲　　スコリア

7．5YR5／6

7．5YR5／8

10YR4／6

10YR5／6

10YR6／8

7．5YR6／8

10YR5／8

7．5YR4／6

10YR6／6

10YR6／8

7．5YR5／6

7．5YR5／8

7．5YR4／6

7．5YR5／4

10YR6／6

10YR5／6

10YR6／6

10YR5／6

第5国　土層柱状図
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●　S－24

●S－22

●S－10，

S－11

S－11
～S－13

●　S－9～S－5

（3200～5000）

・S－1－0～S－4

●Y－141－3

●Y－141－2

●Y－141－1

●Y－139、Y－138

●Y－137

Y－136～Y－134

ccP17

Y－130－2

Y－128，
●CCP16

Y－129

●　Y－127，Y－123

●　Y－122

●Y－119～Y－121

●Y－119

●Y－118～Y細116

●　Y－114

●　Y－113

●　Y－108

●CCPlO

△　カワゴ平

0　熱水変質岩片

赤紫色岩片

0　箱根系岩片（白色）

0　梅干し岩片

0　青い岩片

△　AT



D

148．0m

表土

147．0m

Ku　／・．

FB　／

YL・一・一‾‘∵・′

一一一＼‾‾‾‾

SC

4m
」＿＿＿＿＿＿＿一＿　　　l

第6図　土層堆積状況（1／160）
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第Ⅲ章　縄文時代の遺構と遺物

第1節　遺　構

住居跡が5軒（SBl～SB5）、性格不明のピットが14基検出された0いずれも2層の3層への落ち込

みとして確認されたが、表土下十数センチのため樹木の根の入り込みが著しく、残存状況は良くない0

1号住居跡

＜床・壁＞住居跡の平面形は、わずかな炭化物の広がりをもって確定している。よってこの炭化物を含

んだ層が床であった可能性が高いが、硬質面は確認されなかった。柱穴はニセロームに掘り込んだ形で

明確に検出された。長軸3．4m、短軸3．28m。

＜炉跡＞わずかに焼土が混入した円形の落ち込みを炉と認識している。炉石と考えられる熱で赤化した

礫を検出したが燃焼面はなかった。磯のみ他の住居跡からの持ち込みの可能性がある0

＜遣物＞藤内式の浅鉢、石嫉2点が出土している。また炉からは231の土器の一部が出土している0

2号住居跡

＜床・壁＞壁は東側がSB2と切り合っていたためか、平面形は検出できず、東側の立ち上がりは土層に

ょってのみ確認している（第10図点線部分）。また明らかに硬質な床面も確認できず、炉の周辺に炭化物

が若干面的に広がる層を確認したのみである。北側の壁には50cmほどの礫が3点検出された0長軸4・5m、

短軸3．54m。

＜炉跡＞炉はSB3の炉と重なるように検出され、拳大の礫が半円形に並べられていた。礫は全て熱によ

り赤化している。また燃焼面を示すような硬化した焼土は認められないが、焼土混じりの覆土が存在し、

この焼土の下には231の土器と平坦な礫が炉の底を覆うように出土した0

＜遺物＞231が炉中より良好な形で出土している。この土器はSBlの炉とSB5の覆土より各1片ずつ

出土しているが、そのほとんどはSB2で出土している。

3号住居跡

＜床・壁＞壁面は2号住居跡に壊されており、その規模は不明。床面も検出されていない0

＜炉跡＞SB2の炉に一部壊されている。炉石と思われる赤化した礫が検出されたが、炉の内側に倒れ込

んでいることから、原位置は保たれていないと考えられる。燃焼面有り。

＜遣物＞新道式の224，225，226が出土している。

4号住居跡

＜床・壁＞残存状況が悪く、壁溝によってプランを確定した。よって床面も確認していない。長軸3・7m、

短軸推定2．66m。

＜炉跡＞焼土混じりの覆土を検出しているが、ブロック状に焼土が混在しており上層からの擾乱をかな

り受けていると考えられる。

＜遺物＞出土していない。

5号住居跡

＜床・壁＞床は確認していない。壁は西側の壁が谷への落ち際のためか検出できなかった。柱穴も不明

瞭である。長軸4．46m、短軸3．4m。

＜炉跡＞不定形ではあるが、下底部に燃焼面が確認できたため炉跡と認識した。覆土には焼土が混入す

る。炉石は抜かれたものと考えられる。

＜遺物＞覆土中より比較的大量の遺物が出土している。またこれらはSBlやSB2出土の土器と同一個
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1黄褐色土（2層相当）、パウダー状
21に黒色スコリアが混じる
3　茶褐色土、炭化物・焼土が混じる
4　暗茶褐色土
5　茶褐色土、炭化物を含む

l l

第9図1号住居跡遺物出土状況図
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一℃三二三二≡三三‡＝プ三＝ブ
1茶褐色土（2層相当）　　　3　暗茶褐色土、スコリアをプッロク状に含む
2　茶褐色土、炭化物の混入有　　4　暗茶褐色土、3に猿似
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1焼土混じり土　　　　　　　4　明茶褐色土、焼土を少量含む
2　黒色土、炭化物が混じる　　5　明茶褐色土、焼土をブロック状に含む
3　茶褐色土、炭化物を含む　　6　焼土

0　　　　　　　　　　　50cm
！　．　．　．　．　i

第10図　2号・3号住居跡全体図
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第11図　2号・3号住居跡遺物出土状況図

第12図　4号住居跡全体図
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体であるものが多い。

5軒の住居跡は、いずれも堆積状況が不安定なため床やプランの検出が困難であった。住居跡の帰属

時期だが、出土遺物よりSB3は縄文時代中期前半新道新段階、SBl，2，5は藤内期に存在していたものと

考えられる。SBl，2，5は同一個体の土器が出土しており、一見同時に存在していたように思われる。

しかしSB5の遣物は覆土中より出土するものが多く、比較的1ヶ所に集中していること、炉跡からは炉

石が抜き取られ、燃焼面はのこるものの炉穴の形状が大きく乱れていることから、SBlあるいはSB2の

使用時における廃棄場所であったと考えられる。

SB4は1軒のみが壁溝を持っていることから、他の住居跡とは時期を違える可能性があるが、覆土が
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第14図　5号住居跡遺物出土状況図

ほとんどなく、遣物も出土していないことから、帰属する時期は不明である。

ピット

14基が検出された。特にI15グリッドでは前期の土器が集中して出土していたためサブトレンチを設定

しでl真重に精査したが、他の遺構は検出されなかった。これらのピットは時期、性格とも不明。
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第2節　遺　　物

1土　器

縄文時代の土器は、富士黒土層を中心に約1900点が出土した0このうち636点、274個体を図化し、時

期ごとに報告する。分類は以下のとおり。

縄文時代早期I群‥押型文系、Ⅱ群‥撚糸文系、Ⅲ群‥条痕文系、Ⅳ群‥I群～Ⅲ群に平行する無

文の土器と底部

縄文時代前期　Ⅴ群：黒浜式　Ⅵ群‥諸磯式　Ⅶ群：十三菩提式

縄文時代中期　Ⅷ群　勝坂式期の土器

縄文時代晩期　Ⅸ群　安行Ⅲa式

（1）縄文時代早期の土器

I群　押型文系土器（1～9）

早期前半の押型文系の土器群である。M21グリッドとN19グリッドに比較的集中して出土する。1は

山形文を横方向に帯状施文するものであり、胎土に繊維を含み色調は赤みを帯びる。2～8は同じく山

形文であるが、胎土は砂質で繊維を含まず浅黄橙色で、胴部に縦方向の施文をした後、口縁部に横方向

に施文するもので、口縁部裏面にも横方向に施文する。これらは同一個体の可能性があるがいずれも小

破片であり、接合関係もない。9は菱形に近い粗大な楕円の押型文で、縦位の密接施文である。高山寺

式と考えられる。厚手で胎土は29の撚糸文土器と類似し、繊維と白色岩片を含む。また裏面には擦痕が

観察される。

Ⅱ群　撚糸文系土器（10～29）

早期前半の撚糸文系の土器群である。1区全域、特に北側に広がる。10～28はいずれも脆く、原体の

撚りは観察しにくい。10はRの撚糸文を口縁部裏面にも施文する。12、13は走行が不規則で撚りも不明

である。19～28は網目状の撚糸文であり、胎土は脆弱で繊維を含む。29は厚手で胎土には3mmほどの白

色岩片を多量に含み、通常のRの撚糸原体を縦方向に転がした後、方向を約45度変えて転がすことで、

網目状の撚糸文を作る。早期前半の終わり頃のものと考えている。これらは全て同一個体として考えて

いるが、分布は1区全域にわたっており、Ⅲ群土器と同じような分布を示す。

Ⅲ群　条痕文系土器（30～164）

早期後半の貝殻条痕文系の土器群である。全体を、a類‥絡状体圧痕文を有するもの、b類‥野島式

と考えられるもの、C類‥刺突文、d類：条痕文のみのものに分類が可能である。いずれも胎土に繊維

を含む。出土状況は、a類は1区全域に広がる。b類はL18グリッドに集中するが、そのほとんどが127

と128であり、実際は1区全域に分布している。

＜a類＞（30～108）

絡状体圧痕文のみのもの（30～92）、絡状体圧痕文＋細隆線（93～105）、絡状体圧痕文＋細隆線＋沈線

（106～108）に分けて掲載した。30は絡状体の原体を縦方向に引きずって無文帯を挟んだ模様帯を形成

し、その上に同一原体で圧痕文を数列施したもので、口唇部は角張り外側を向いている。。31は口唇部を

強いナデによって整え、その上に絡状体圧痕文を斜位に施す0口縁部から比較的密接に施文するのが特

徴である。胎土は繊維を少量含むが、硬質な感じを受ける。46は口縁部から胴部上半にかけて絡状体圧

－19－



痕文を施すもので、下半部は無文となる。器表面には黒色のスス状のものが付着する。93～104は貼り付

けた細隆線を絡状体で潰すように施文するもので、口縁部付近に1条の細隆線を配し、その細隆線上と

下に絡状体圧痕文を施す。口唇部は強くナデられ角張っており、刻みがあるもの（93、94、98）もある。

口唇部の形状は30、31などと類似する。93と94は口縁部下に貼り付けた細隆線上を絡状体で押さえ、そ

の下に菱形を描くように絡状体圧痕文を配するもので、文様形態は双方非常によく似ている。また胴部

下半部は無文帯となる。97は口縁部に張り付けによる細隆線の区画を持ち、この下部に絡状体圧痕文を

施す。器形は口縁付近がやや外反する。104は2本の細隆線の間に絡状体圧痕文を施すもので、口唇部に

刻みがある。105は断面三角形の細隆線を挟んで上下に絡状体圧痕文を施す。106はゆるやかな波状口縁

を呈し、細隆線下の沈線は絡状体を引きずった跡のようにも見える。撚りは不明。107は口縁部に格子目

状の沈線を、その下には細隆線を貼り、細隆線上と下には絡状体圧痕文を施文したものである。

＜b類＞（109～130）

野島式土器と思われるものを一括した。小破片が多いため、施文方法が隆線のみによるもの（109、110）、

沈線のみのもの（111～128）、隆線＋沈線のもの（129、130）に分けて載せている。117は弱い屈曲部を

有する。128は縦方向の集合沈線を指によって磨り消し、矢羽状の模様を描いたもので、沈線は櫛歯状の

工具によって書かれており、127と類似し分布も重なる。129は横方向の隆線を中心に矢羽状の沈線を配

する。

＜C類＞（131・132）

早期後半に属すると考えられる刺突文を一括した。131は2ケ1組の刺突を口唇部に平行に配している

もので現状では3列確認でき、半裁竹管を施文具に用いているものと考えられる。口唇部に刻目有り。

132は胴部上半部に貝殻の腹縁部による横方向の刺突を、斜め方向に施文するもので、下半部は無文帯と

なる。また表面、裏面とも条痕による調整があり、胴部は丸みを帯びる。胎土は繊維を少量含み、赤味

を帯びる。打越式平行か。

＜d類＞（133～164）

a類～C類に並行すると考えられる条痕文のみの土器の一部を掲載した。この中でも133は条痕によっ

て格子目状のモチーフを形成するものである。全て同一個体として扱っているが、接合関係はない。ま

た底部付近（133－f，h，i）になると裏面の調整が粗雑になっていくのが観察できる。胎土には繊維が含ま

れるが他の条痕文土器よりはるかに少なくしっかりしている。134～164は表面、裏面に条痕の調整が観

察されるものである。a類、b類の無文部も混じっていると考えられる。全体的に器厚は分厚く、繊維

を多量に含む。

Ⅳ群　I群～Ⅲ群に平行する無文の土器と底部（165～187）

165～175は無文の土器の口縁部にあたる。165～169は胎土が砂質で、繊維をほとんど含んでいない。

2～8の押型文土器に共伴する無文土器の可能性がある。170～175は繊維を含む無文の土器である。174

には補修孔が穿たれている。

176～187に底部を一括した。これらは残りが非常に悪く、実測図は大半が回転による復元実測である。

底部は大きく尖底のもの（176～180）、と平底のもの（182～187）がある。いずれも繊維を多量に含む。

181は尖底部に円形の扁平な粘土塊を貼り付けた底部である。胎土は繊維を含まず、砂質である。
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（2）縄文時代前期の土器

Ⅴ群　黒浜式土器（188）

188はH13グリッドから1点のみ出土している。横位のLRの縄文を地文として口縁部に2列の半裁竹

管の刺突文が施される。胎土には繊維を多量に含む。

Ⅵ群　諸磯式土器（189～222）

Ⅵ群は諸磯式と考えられるものである。全体をa類‥諸磯a式土器、b類‥諸磯b式土器とそれに並

行すると考えられる土器、C類‥諸磯C式土器、d類‥b類、C類に伴う縄文土器、撚糸文土器に分類

して報告する。遺物の分布は第32図にあるとおりであるが、b類とd類の分布が重なるため、d類土器

は諸磯b式土器に伴う縄文土器の可能性が高い。

＜a類＞（189）

1個体が出土している。189はLRの縄文を地文に竹管による円形刺突文を縦位に、口縁部には半裁竹

管による刺突を施す。胎土には繊維の混入は見られず砂質である。

＜b類＞（190～196）

諸磯b式と考えられるものについては縄文を地文に持つもの（190、191、194）、地文がないもの（192、

193）に分けられる。190はRLの縄文を地文にし、2本単位の浮線文を配する。浮線文脇は器面と密着

させるためにナデられているため、地文は消されている。胎土は砂質。191はLRの横位の縄文を地文と

し、2本単位の浮線文を貼る。浮線文の脇は指でなでられており断面形は微妙な高まりとなっているの

み。194は口唇部に刻目を持ち、口縁部は緩やかに内湾し波状を呈す。浮線文に挟まれた胴部模様帯には

木の葉状文を有する。また地文はRLの縄文だが、沈線で区画された木の葉文の外側は磨り消されてい

る。192、193は浅鉢の一部と考えられる。195は波状にうねる連続した爪形文の下に、沈線を境として二

枚貝の腹縁を用いた刺突文を持つもので、興津式の文様要素を含む0196はRLの縄文を地文として半裁

竹管によると考えられる下方向に引っ掻くような刺突を加えたものである。器厚はうすく、裏面には指

頭痕が残される。また196－aには、刺突文と組合わさるように、地文の縄文とは異なるLの押圧縄文が観

察できる。

＜C類＞（197～205）

地文となっていた縄文が消え、竹管文が地文化する諸磯C式と考えられるもの（197～205）をまとめ

た。197は口縁部に三角形の削り取りと貼付文を持ち、胴部にはボタン状の貼付文を配す。地文は半裁竹

管文となる。198～205は半裁竹管による沈線のみのものである。

＜d類＞（206～222）

b類、C類に伴うと考えられる縄文土器と撚糸文土器を集めた。206は貼り付け状の口縁を持ち胴部の

縄文はRLの横位施文である。口縁部には隆線が配され、隆線上にも縄文が施文される0211は不明瞭で

あるがRLの横位回転縄文と考えられる。212、213と同一個体の可能性がある。214、215、218は結束な

しの羽状縄文である。222は口縁部が2段に貼り付けられており、全面にナナメ方向のLの撚糸文を施す。

胎土は砂質で脆い。

Ⅶ群　十三菩提式土器（223）

1個体のみが出土している。223は集合条線と三角形の削り取りが施される。
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（3）経文時代中期の土器

Ⅶ群　勝坂式期の土器（224～273）

中期前半の勝坂式期の土器群に関しては、小破片が多いため文様の要素からa類‥新道式とそれに並

行するもの、b類‥藤内式土器、C類‥井戸尻式とそれに続く勝坂式最終末期の土器に分類して報告す

る。

＜a類＞（224～227）

新道式の新段階に属すると考えられるもので、224・225は三角形と四角形の横区画文を連続爪形文（キャ

タピラ文）と三角押文とで描く。227は浅鉢で、口縁部の外側に三角押文と波状沈線を配する。226は阿

玉台式土器の系統のものと考えられ、口縁部を中心に隆帯が施される。

＜b類＞（228～268）

隆帯横を連続爪形文でおさえるものと（228～255）と隆帯上に刻みを入れるようになるもの（256～261）

に分かれる。228はRLの横方向の縄文を地文に、幅の広い連続爪形文と狭いものとで三角形の区画をつ

くったものである。229と230は隆帯脇に連続爪形文を配し、三角形の横区画を描くもので区画内には三

叉文をもつ。胴部には集合沈線の文様帯がある。2点は大変類似するが、連続爪形文の施文具が違うた

め、別個体として掲載した。SB5で出土している0231は浅鉢で口縁部の内側には6単位の楕円区画文を

有す。2号住居跡の炉跡から出土している。232は連続爪形文で方形に区画された内を胴部上半は波状沈

線を配し、下半はRLの縄文を充填する。ミミズク把手を有する0233～254は隆帯脇に施される連続爪形

文の破片を集めた。255は浅鉢である。接合はしないが、口縁部の外側には連続爪形文を配する。256～

261は隆帯上に刻みを持つもので、261は縦区画文の一部であろう。262～268は藤内式に伴うと考えられ

る縄文土器である。265はミニチュア土器であり、外面全面にRLの縄文を転がしている0266は前段（L）

の多条縄文の回転縄文と考えられる。267、268はLの撚糸文である。

＜C類＞（269～273）

井戸尻式とそれ以降の中期の土器をまとめた。269は顔面把手である。271は蛇把手の一部と考えられ

る。272、273は井戸尻式終末期から曽利式にかけて存続する、強く湾曲した口縁部に弧状の隆帯を貼り

付けたものと考えられる。技法的には隆帯を貼ったのちに細いへラ状の工具で、隆帯と隆帯の間をなで

ており、これによって隆帯は器面に密着し、隆帯の断面は方形に近い形となる。八王子市狐塚遺跡出土

のものと同一タイプと考えられる。

（4）　縄文時代晩期の土器

Ⅸ群　安行Ⅲa式土器（274）

2区の痩せ尾根上（F3グリッド）で1個体が出土している0274は平縁の深鉢で、沈線の区画内にR

Lの縄文が残る。豚鼻状の癌文が沈線の交点に配される。
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表2　土器観察表

図版

番号

層 時期 分類 色調 胎土 文様、調整等

ヽ1 3 早期 I にぷい橙色 石英、輝石少、繊維 山形文 を横位 に帯状施文

2 3 早期 I 灰黄褐色 石英、長石、輝石少、金雲母 山形文 を縦位 に帯状施文 したのち、口縁部 に横位

に施文
I 英　　 、 、　　 ′、、 宍　　　 ＼に 、

4 3 早期 I 黄樺色 ヽ
石英、長石、輝石、金雲母 山形文 を縦位に帯状施文

5 3 I 英、　 、 雲 、、 、　　 ′、、 宍　　　 判 に 、

6 3 早期 I にぷい黄橙 色 石英、長石、金雲母 少 山形文 を縦位に帯状施文

ヽI ：E二 英　 、 雲 、、 、　　 ′、、 勇　　　　　 に 、

8 3 早期 I にぷい黄橙 色 ヽ
石英、輝石、金雲母 少 ＿ 山形文 を縦位に帯状施文

9 2 早期 I にぷい黄橙 色 石英、長石、輝石、金雲母少、繊維、白色岩片 粗大 な楕 円文を縦位に密接施文、ウフ面擦痕

0 2 Ⅱ に　やい 、 英　 、　 岩　 ′、、 、 モテ 、 ラ　 はロ　 ロの　 にR の ．、、′、

11 2 早期 Ⅱ 橙 色 ヽ
石英、長石 、輝石少、繊維 R の撚糸

12 2 早期 Ⅱ 浅黄橙 色 石英 長石 、輝石、繊維 撚り不明、走 行が不規則

13 3 早期 Ⅱ 明赤褐色 ヽ
長石 輝石、安山岩片少、繊維 撚り不明

14 2 早期 Ⅱ 樺 色 ヽ輝石、白色岩片、繊維 R の撚糸

15 3 早期 Ⅱ にぷい赤褐色 石英、長石、黒色粒子、繊維 L の撚 糸

16 2 早期 Ⅱ 樺 色 石英、白色岩片 少、繊維 R の撚糸

17 3 早期 Ⅱ 橙 色 輝石 安山岩片 少、繊維 撚り不明

18 2 早期 Ⅱ 橙 色 ヽ
輝石、白色岩片 、繊維 R の撚糸文

19 2 Ⅱ ヽ
英、　 、 、　　 ′、、 、の ．、、、 、 ．、、　 ヽ

20 2 早期 Ⅱ 樺 色 石英、輝石、繊維 ． 網 目状の撚 糸文、撚 り不明

21 3 Ⅱ ヽ
英、　 、安　 岩　 ′ゝ、 、’の ．、、、 、 、、、り 、

22 3 早期 ‘ Ⅱ にぷい黄橙色 石英、繊維 R の網 目状の撚 糸文

23 3 1早期 Ⅱ 赤色 石英、輝石、繊維 撚り不 明

24 3 Ⅱ に　やい　 王と 英、　 、黒　　 、 、 ヽlヽヽ
2 5 3 早期 Ⅱ 里褐色 石英 長石、輝石、繊維 網 目状の撚 糸文、撚り不明

26 3 早期 Ⅱ ハヽヽ樺色 ヽ輝石少、赤色粒 子少 網 目状の撚 糸文、撚り不明

27 2 早期 Ⅱ 明赤褐色 輝石 少、繊維 網 目状の撚 糸文、撚り不明

28 3 Ⅱ にぷい 、 英　　 、 雲 、 、の 、、、、 、 、、、　 ヽ

29 3 早期 Ⅱ 橙色 ヽ
石 英、輝石、白色岩片多、繊維 R の網 目状の撚 糸文

30 3 早期 Ⅲ－a 橙色 石 英、長石多、安 山岩片少、繊維 R の絡状体を帯状に引きず り、その上に絡状体圧

痕文を施す

．31 2 早期 Ⅲ－a 樫色 石英、長石、輝石少、繊維少 R の絡状体圧痕文、口縁部 に施 文あり

32 Ⅲ一彿 英　 、　 ′ゝ、　 岩　 ′、、 ．、、 、日、ロ　 ロ、 フ　　 艮

33 2 早期 Ⅱ－a 橙色 ヽ長石、黒色粒子少、繊維 撚 り不 明、口縁部

34 3 Ⅲ－a 王と
黒　　　 ′、、　 岩　 ′ゝ、 、、、 、 、ロ　 ロ

35 3 早期 Ⅲ－a にぷい橙色 　ヽ′
石英 輝石、白色岩片多、繊維少 1の絡状体圧痕文

36 3 早期 Ⅲ－a にぷい樺色 ヽ
石英、輝石、白色岩片少、’繊維 R の絡状体圧痕文、ウラ面粂痕文

3 3 Ⅲ－a に　やい　 鼠 英　 、黒　　 ・　 岩　 ′ゝ、 R の 、、　　 良 、 フ　　 艮

38 3 早期 Ⅲ－a 樫色 　ヽ　　　　　　　　　′
石英、輝石少、白色粒子多、繊維 L の絡状体圧痕文、口縁部

39 2 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、長石、輝石、繊維 撚 り不 明、口縁部、ウフ面粂痕文

40 3 Ⅲ－a ヽ
英、　 、黒 、、、 、 、ラ　　 艮

41 3 早期 Ⅲ－a 橙色 黒色粒 子、白色岩片、繊維 R の絡状体圧痕文

42 3 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、長石、輝石 少、黒色 ・白色粒子少、繊維 R の絡状体圧痕文、口縁部 、ウフ面条痕文

43 2 Ⅲ－a に　 やい 英　　 ′ゝ、　 岩　 ′ゝ、 ロ　 ロにR の 、、　　 良 、ウフ　　 艮

44 3 早期 Ⅲ－a 樫色 ヽ
石英、長石、白色岩片少、繊維 rの絡 状体圧痕文、ウラ面 条痕文

45 2 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、長石、輝石、白色岩片少、繊維 L の絡状体圧痕文

ヽ46 2 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、長石、輝石、白色岩片多、繊維 R の絡状体圧痕文、器表面 に黒色のスス状のもの

付着

47 3 早期 Ⅲ－a 明赤褐色 石英、長石、輝石 、磁鉄鉱少、白色岩片多、繊

維

L の絡状体圧痕文

48 2 Ⅲ－a にぷい 里 英　　 ′ゝ、　 岩　 ′ゝ、 、、、 、日

　49 3 早期 Ⅲ－a 明黄褐色 ヽ
石英 長石多、白色岩片 少、繊維 撚 り不 明

50 3 早期 Ⅲ－a にぷい赤褐 色 ヽ
石英、白色岩片多、繊維 R の絡状体圧痕文

51 3 早期 Ⅲ－a にぷい樫色 石英 輝石少、白色岩片多 、繊維 R の絡状体圧痕文

52 3 早期 Ⅲ－a 橙色 ヽ
石英、輝石、白色岩片少、繊維 L の絡状体圧痕文

53 ′2 早期 Ⅲ－a 明赤褐色 石英、長石、輝石、繊維 R の絡状体 圧痕文、ウフ面条痕文

54 3 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、輝石、黒色粒子少、繊維 1の絡 状体圧痕文、ウフ面粂 痕文

55 2 早期 Ⅲr a 橙色 石英、長石、黒色粒子少、白色岩片多、繊維 R の絡状体圧痕文、ウフ面粂痕文

56 2 早期 Ⅲ－a にぷい赤褐 色 石英、長石、黒色粒子少、繊維 L の絡状体圧痕文を斜方 向に施文 、ウフ面条痕文

57 3 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、長石、輝石少、繊維 撚 り不明、ウラ面粂痕文

58 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、長石、輝石少、繊維 R の絡状体圧痕文、ウフ面条痕文

59 3 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、長石 、輝石、白色岩片多、繊維 R の絡状体圧痕文

60 3 早期 Ⅲ－a 灰黄褐 色 石英、長石 少、黒色粒子多、白色粒子少、繊維 撚り不明、ウラ面擦痕

61 2 Ⅲ一a 英　 、　 ′、、　 岩　 、 R の 、、、　　 艮

62 3 早期 Ⅲ－a 橙色 ヽ
石英、黒色粒子、白色岩片少、繊維 1の絡状体圧痕文

63‾ 2 早期 Ⅲ－a 樺 色 ′
石英、輝石 、白色岩片少、繊維 R の絡状体圧痕文

64 2 Ⅲ一a 火 英　　 黒　　 ′、、　 岩　 、 、、、 、日

65 早期 Ⅲ－a にぷい橙色 　ヽ　　　　　　　′l
石英 長石 、白色岩片少、繊維少 L の絡状体圧痕文、ウラ面擦痕

66 2 早期 Ⅲ－a 橙 色 ヽ
石英、長石、白色岩片少、繊維 rの絡状体圧痕文、ウラ面条痕文

67 早期 Ⅲ－a 橙 色 石英、黒色粒子、白色岩片少、繊維 撚り不 明

68 3 早期 Ⅲ－a にぷい樫色 石英 長石、輝石、繊維 R の絡状体圧痕文

69 3 早期 Ⅲ－a 樫 色 ヽ
石英 長石、輝石少、白色岩片 少、繊維 撚り不 明

70 3 早期 Ⅲ－a 橙色 ヽ
石英 長石、輝石少、白色岩片 少、繊維 撚り不 明

7 1 3 早期 Ⅲ一°a にぷい燈色 ヽ
石英、輝石、白色岩片多、繊維 少 R の絡状体圧痕文
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‾a に　やい 英　　 ′ゝ、　 岩　 ′ゝ、 ヽlヽヽ
7 3 3 早期 Ⅲ－a

－ヽ橙色 ヽ
石英 長石 輝石少、白色岩片多、繊維 R の絡状体圧痕文

74 3 早期 Ⅲ－a 橙色 　ヽ　　　　　　ヽ
石英、輝石、安山岩片少、繊維 撚 り不 明

ヽ‾a に　やい 、 英 黒　　 、 、　　 ′、、 、 の 、、　　　 艮

76 3 早期 Ⅲ－a にぷい赤褐色 　ヽ′
石英、長石 少、輝石、繊維 R の絡状体圧痕文、回転している

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†　　　　◆　　　　ヽ77 2 早期 Ⅲ－a 明赤褐色 石英、輝石 、白色岩片少、繊維 L の絡状体圧痕文を斜方向に転がす、半回転、ウフ

面擦痕

3 Ⅲ－a に　やい 英、　 、　 岩　 、 、′ゝ 、、、 、日、 フ 、

79 3 早期 Ⅲ－a にぷい橙色 石英、黒 色粒子 、安山岩片、繊維 撚 り不 明

80 早期 Ⅲ－a 明黄褐色 ′
石英、長石 、黒色粒子多、繊維

UU

R の絡状体圧痕文

　ヽヽ
‾a 王と 英、　 、　 、　 石　 、 、　　　　 艮

82 3 早期 Ⅲ－a にぷい黄橙 色 石英 長石、白色岩片多、繊維 撚 り不明

83 3 早期 Ⅲ－a にぷい橙色 ヽ
石英、長石、黒色粒子少、白色岩片多、繊維 撚 り不明

ヽーa に　やい 、 英　　 ′ゝ、　 岩　 、 の 、、　　　 艮

85 3 早期 Ⅲ－a
－ヽ
にぷい樺色

ヽ
石英 輝石少、白色岩片多、繊維 撚 り不明

86 3 早期 Ⅲ－a －ヽ
樺色

ヽ
石英 長石少、輝石、繊維 少 R の絡状体圧痕文

87 2 早期 Ⅲ－a 橙 色 ヽ
石英、長石、輝石少、繊維 撚り不明

ヽ‾a ナ　やい 英　　 、黒　　　 ′ゝ、 、 の 、、　　　 艮 、 フ　　 艮

89 3 早期 Ⅲ－a
．ヽ－橙 色 　ヽ　　　　　　　　　　′

石英 、輝石、白色岩片少、繊維 R の絡状体圧痕文

ヽ●l ‾a に　 やい 、 英 、　 、　 岩　 、 の 、、　　　 良 、 フ　　 艮

91 3 早期 Ⅲ－a にぷい橙色 石英 長石、輝 石少、繊維 L の絡状体 圧痕文、ウラ面擦痕

92 3 早期 Ⅲ－a 樫 色 ヽ
石 英、長石、輝 石少、繊維

R の絡状体圧痕文、ウラ面条痕茎

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†‘93 3 早期 Ⅲ－a 橙 色 石 英、長石、輝石、白色岩片多、繊維 R の絡状体圧痕文を斜方向に施文、口縁部 には1

条の細隆線 を配し、その上を絡状体で押さえる、

口唇部には刻 み、ウラ面条痕文

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†94 3 早期 Ⅲ一a 橙 色 石英、長石、輝石、白色岩片多、繊維 R の絡状体圧痕文を斜方向に施文、口縁部には2

条の細 隆線を配し、その上 を絡状体で押さえる、

口唇部には刻 み、ウラ面粂痕文

　ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ95 2 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、黒 色粒子、白色岩片少、繊維 口縁部に細隆線を配 し、絡状体 圧痕文 を斜位に

施文する、ウラ面粂痕文

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ96 3 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、輝石、白色岩片少、繊維少 口縁部に細隆線 を配 し、絡状体圧痕文 を斜位に

施す、波状 口縁 、ウラ面条痕文

つ′97 2 早期 Ⅲ－a 明赤褐色 石英、長石、黒色粒子 ・白色岩片少、繊維 口縁部に細隆線 を配し、横位の細隆線上にはR の

絡状体圧痕文 を施す、ウラ面粂痕文

‘‘‾　　　　　　▼98 3 早期 Ⅲ－a 樫色 石英、長石、黒色粒子 ・白色岩片少、繊維 口縁部 に細隆 線を配し、口唇部に刻み

口縁部 に細 隆線を配し、rの絡状体を施す
ヽ

99 2 早期 Ⅲ－a 橙色 石英、輝石、白色岩片少、繊維

100 2 早期 Ⅲ－a 樫色 石英、輝石、白色岩片少、繊維 口縁部 の細隆線上に絡状体圧痕 文を施 す、撚 り

不 明

ヽ101 3 早期 Ⅲ－a 樫色 石英、輝石、黒色粒子、安 山岩片、繊維 細隆線上 に1の絡状体圧痕文を施す

口縁部 に細隆線を配し、上に絡状体圧痕文を施
す、撚り不 明

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

102 3 早期 Ⅲ－a 明赤褐色 石英、長石、輝石、繊維

103 3 早期 Ⅲ－a 樺色 石英、黒色粒子少、繊維 R の絡状体圧痕文、1条の細隆線上にも施文、ウフ

面条痕 文

†　　　　　　　　ヽ　ヽ104 3 早期 Ⅲ－a 明赤褐色 石英、輝石、白色岩片少、繊維 2本 の細隆線を配 し、その下部 にL の絡状体圧痕

文を施す、口唇部に刻みあり、ウラ面粂痕

ヽ105 3 早期 Ⅲ－a 明赤褐 色 輝石、白色岩片少、繊維 断面三角形の細隆線を挟んで上下にL の絡状体

圧痕文を施す

、　　　ヽ　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　†106 3 早期 Ⅲ一a 樺 色 石 英、白色粒子少、黒色粒子多、繊維少 ゆるやかな波状 口縁を重 し、口縁部に細隆線を配

し、その下に絡状体？による縦位 の沈線

　ヽヽ　っp107 3 早期 Ⅲ－a にぷい樫色 石 英、輝石、白色岩片少、繊維 口縁部に沈線を格子 目状に施 し、細隆 線で区画 し

てR の絡状体圧痕文を配す、ウラ面粂痕文

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「′108 3 早期 Ⅲ－a にぷい黄橙色 石英、長石、輝石少、白色岩片多、繊維 半回転させたR の絡状体圧痕文を横位に施文 し

た後 、沈線を施す

－ ：E 英、　　　 ′、、黒　　　 、　 ′ゝ

110 3 早期 Ⅲ－b にぷい褐色 石英 長石、輝石少、白色岩片多、繊維 隆線

111 3 早期 Ⅲ－b
－ヽ

にぷい褐色
ヽ

輝石、黒 色粒子多、白色岩片少、繊維 沈線文、口縁部

112 2 早期 Ⅲ－b
－ヽ樫色 ／

石英、長石、輝石、白色岩片少、繊維　 － 集合沈線、口縁部

集合沈線、口唇部刻み、ウラ面粂痕文
－ ：E二

黒　　 、　 岩　 、 、

114 3 早期 Ⅲ－b 橙色 ′ヽ　ヽ里色粒子、白色岩片多、繊維 沈線文

115 3 早期 Ⅲ－b 浅黄樫色 ′ヽヽヽ
石英、黒色粒 子少、繊維 沈線文

116 2 早期 Ⅲ一b にぷい橙色 石英、長石 、黒色粒子、繊維 沈線文

117 2 早期 Ⅲ－b 浅黄橙色 石英 里色粒 子少 繊維 沈線文

118 早期 Ⅲ－b にぷい黄褐色 　ヽハヽヽ　　　　　　　　　　　　ヽ
石英、白色岩片少、繊維 沈 線文

119 3 早期 Ⅲ－b 橙色 石英 里色粒子 白色岩片少、繊維 沈 線文

120 3 早期 Ⅲ－b
号

にぷい樫色
　ヽハヽヽ 　　　　　　　　　ヽ

石英、長 石、黒色粒子少、繊維 沈 線文

121 3 早期 Ⅲ－b 樫色 石英、長石少、黒色粒子多、繊維 沈 線文、ウラ面条痕文

格子 目状 の沈線文、口唇部に刻 みあり

集合沈 線
122 3 早期 Ⅲ－b 橙色 石墓遡 少、繊維 ．

－
英 黒　　 、　 岩　 ′ゝ、

12 4 2 早期 Ⅲ－b 褐灰色 　ヽノ
石英、輝石少、繊維

2本単位の沈線文、口縁部

2本単位 の沈線文
－ に　やい 英、黒　　　 ′、、

12（； 2 早期 Ⅲ－b にぷい赤褐 色 ′
石英、黒色粒子少、繊維 沈線文

127 ・3 早期 Ⅲ－b 樫色 石英、長石、輝石 少、繊維 櫛歯状工具による集合沈線文

櫛歯状工具による粗い集合沈 線上をげ 消して矢

羽状のモチーフを配す

　ヽヽ

128 3 早期 Ⅲ一b 橙 色 石英 、長石、輝石 、白色岩片少、繊維

l Ⅲ－b

Ⅲ－b

廿　　　　　　　　 岩　 ′、 、 　 †　　　　　　　　　　ヽヽロ　　　　　 、－ヽ

130 2 早期
二巳二
橙 色

　ヽ　　　　　ヽ　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　ヽ
石英 、黒色粒子少、繊維 隆線 ＋沈線文
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131 2 早期 Ⅲ－C にぷい橙色 石英、輝石多、金雲母少、繊維 半裁竹管による2ヶ単位の刺突文、口唇部に刻み
あり

132 2 早期 Ⅲ－C 橙色 石英、黒色粒子、白色岩片少、繊維少 貝殻腹縁による刺突を口縁部に施す、オモテ面・

ウラ面条痕文、胴部にやや膨らみをもつ

133 3 早期 Ⅲ－d 橙色 石英、輝石少、黒色粒子多、繊維少 貝殻条痕文 （モチーフあり）

134 3 早期 Ⅲ－d 樫色 石英、輝石少、黒色粒子多、白色岩片、繊維 貝殻条痕文

135 2 早期 Ⅲ－d 明‘赤褐色 石英、輝石少、白色岩片多、繊維多 貝殻条痕文

136 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石少、白色岩片少、繊維 貝殻条痕文

137 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、輝石少、黒色粒子多、白色岩片多、繊維 貝殻条痕文、波状口縁

138 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石、輝石、赤粒子少、繊維多 ・貝殻条痕文、口唇部に刻み有り

139 3 早期 Ⅲ－d にぷい黄褐色 輝石、磁鉄鉱、白色岩片、繊維多 貝殻条痕文、口縁部

140 3 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石少、黒色粒子少、繊維多 貝殻粂痕文

141 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石、輝石、赤粒子少、繊維多 貝殻条痕文
142 2 早期 Ⅲ－d 赤褐色 石英、長石、輝石少、黒色粒子、白色岩片少、

繊維多
貝殻条痕文

143 2 早期 Ⅲ－d 樫色 石英、長石、輝石少、白色岩片少、繊維多 貝殻粂痕文
144 3 早期 Ⅲ－d にぷい褐色 石英、輝石少、黒色粒子少、白色岩片少、繊維

多
貝殻条痕文

145 3 早期 Ⅲ－d にぷい褐色 石英、輝石、白色岩片少、繊維 貝殻粂痕文

146 3・ 早期 Ⅲ－d 橙色 石英、長石少、輝石、白色岩片少、繊維多 貝殻条痕文

147 2 早期 Ⅲ－d 明黄褐色 石英、長石、輝石少、黒色粒子多、繊維 貝殻条痕文

148 3 早期 Ⅲ⊥d 橙色 石英、長石、輝石少、黒色粒子多、繊維少 貝殻条痕文、器厚は薄い
149 3 早期 Ⅲr d 明赤褐色 石英少、輝石、黒色粒子少、白色岩片、繊維多 貝殻粂痕文

150 2 早期 Ⅲ－d 橙色 石英、輝石、磁鉄鉱、白色岩片少、繊維 貝殻粂痕文

151 3 早期 Ⅲ－d にぷい褐色 石英、輝石、白色岩片少、繊維 貝殻粂痕文

152 3 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石、輝石少、黒色粒子多、繊維 貝殻条痕文
153 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石、輝石少、黒色粒子多、繊維 貝殻条痕文
154 3 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英少、黒色粒子少、繊維多 貝殻条痕文、屈曲部を有する

155 3 早期 Ⅲ－d 明黄褐色 石英、長石少、黒色粒子多、繊維多 貝殻条痕文

156 3， 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、輝石、黒色粒子少、繊維 貝殻条痕文

157 2 早期 Ⅲ－d 石英、輝石、黒色粒子少、繊維 貝殻粂痕文

158 3 早期 Ⅲ－d にぷい褐色 石英、輝石、黒色粒子多、白色岩片少、繊維多 貝殻条痕文

159 3 早期 Ⅲ－d にぷい赤褐色 石英少、黒色粒子、繊維多 貝殻条痕文はウラ面が顕著

160 3 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、輝石少、黒色粒子多、繊維多 貝殻条痕文

161 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石、輝石少、繊維多 貝殻条痕文

162 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、長石、輝石少、黒色粒子多、白色岩片

少、繊維多

貝殻条痕文

163 3 早期 Ⅲ－d 明褐色 石英、黒色粒子、白色岩片、繊維多 貝殻粂痕文

164 2 早期 Ⅲ－d 明赤褐色 石英、黒色粒子少、繊維多 貝殻条痕文

‘165 2 早期 Ⅳ 明赤褐色 石英、長石少、輝石、白色岩片多、砂質 口縁部、無文
166 2 早期 Ⅳ ．‾明褐色 石英、長石、輝石、黒色粒子少、白色岩片少、

砂質
無文

167 3 早期 Ⅳ にぷい褐色 石英、長石、輝石少、砂質 口縁部、無文

168 3 早期 Ⅳ 黄褐色 石英少、輝石、黒色粒子、白色岩片多、砂質 口縁部、無文

169 3 早期 Ⅳ 暗灰黄色 石英、長石少、輝石多、砂質 口縁部、無文
170 2 早期 Ⅳ 褐色 石英、長石多、輝石、金雲母少、繊維、砂質 口縁部、無文

171 3 早期 Ⅳ 明赤褐色 石英少、黒色粒子、繊維多 口縁部、無文

172 3 早期 Ⅳ 褐色 黒色粒子、白色岩片少、繊維 口縁部、無文

173 3 早期 Ⅳ にぷい赤褐色 輝石、黒色粒子少、白色岩片、繊維 口縁部、無文
174 3 早期 Ⅳ にぷい褐色 石英少、輝石少、白色岩片、繊維 補修孔有り、口縁部、無文
175 3 早期 Ⅳ 明赤褐色 石英、黒色粒子、白色岩片少、繊維 口縁部、無文
176 3 早期 Ⅳ 明黄褐色 石英、長石少、白色岩片、繊維 尖底

177 3 早期 Ⅳ 明赤褐色 石英、長石、輝石少、白色岩片、繊維 尖底

178 3 早期 Ⅳ 橙色 石英少、白色岩片、繊維 尖底

179 3 早期 Ⅳ 橙色 石英少、白色岩片、繊維 尖底
180 2 早期 Ⅳ－ 明赤褐色 石英、長石、輝石少、繊維 尖底
181 2 早期 Ⅳ 橙色 石英、長石、輝石、金雲母少、砂質 平底 （尖底のものに扁平な円形の粘土を張ること

で平底とする）

182 3 早期 Ⅳ 橙色 石英少、白色岩片、繊維 平底

183 3 早期 Ⅳ 橙色 石英、輝石少、白色岩片、繊維 平底

184 3 早期 Ⅳ 橙色 石英少、・白色岩片、繊維 平底

185 2 早期 Ⅳ 橙色 石英少、白色岩片、繊維 平底
186 3 早期 Ⅳ 橙色 石英、白色岩片、赤粒子少、繊維 平底
187 3 早期 Ⅳ 橙色 石英、長石、輝石少、白色岩片、繊維 平底

188°2 前期 Ⅴ にぷい黄橙色 石英、長石、輝石少、繊維多 LRの縄文地、口縁部に2列の半裁竹管の刺突文

189 2 前期 Ⅵ－a にぷい黄橙色 石英多、輝石少、金雲母、砂質 L Rの縄文地に竹管の円形刺突文、口唇部・口縁’
部は半裁竹管の刺突

190 3 前期 Ⅵ－b 明赤褐色 石英、輝石少、金雲母多、砂質 R Lの縄文地に2本単位の浮線文

191 2 前期 Ⅵ－b にぷい橙色 石英、長石、輝石少、金雲母多 L Rの縄文地に2本単位の浮線文、ウラ面ミがキ

192 3 前期 Ⅵ－b 明赤褐色 石英、輝石少、金雲母多 ・地文なし、細い隆線、全面ミがキ浅鉢

193 2 前期 Ⅵ－b 明赤褐色 石英多、長石少、輝石 地文なし、浮線上に刻み、全面ミがキ、浅鉢
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194 3 前期 Ⅵ－b 明赤褐色 石英多、長石少、輝石 R L の縄文地に沈線による木の葉状文を配し文様

外は縄文を磨り消す、2本単位の浮線上には刻み

あり、現状口縁で口唇部には刻みあり

195 2 前期 Ⅵ－b 橙色 石英多、長石少、輝石 上半部は波状にうねる連続した爪形文、沈線区画

の下部は貝の腹縁による刺突、興津式の要素を含
む

196 2 前期 Ⅵ－b にぷい黄褐色 石英多、輝石少、金雲母少・ R L の回転縄文を地文としてLの押圧縄文と刺

突、ウラ面指頭痕

197 3 前期 Ⅵ－C 明赤褐色 石英、長石少、輝石少、黒色粒子 口縁部に三角形の削り取りと貼付文、胴部には

2ヶ単位の豆粒大の貼付文、地文は半裁竹管によ

る沈線文

198 2 前 Ⅵ－C 明 、 石英、 石′ゝ、 石′、、黒 、　 管による貰

199 3 前期 Ⅵ－C 明赤褐色 石英、輝石少、金雲母多 半裁竹管による沈線文

200 2 前期 Ⅵ－C にぷい橙色 石英、輝石少、金雲母多 半裁竹管による沈線文

201 3 前期 Ⅵ－C にぷい黄褐色 石英、輝石少、金雲母多 半裁竹管による沈線文

202 2 前期 Ⅵ－C にぷい橙色 石英多、長石少、輝石、黒色粒子、白色岩片少 半裁竹管による沈線文

203 2 前 Ⅵ－C 明 、 石英、 石′、、 雲 ミ 、　 管によるま

204 3 前期 Ⅵ－C 明赤褐色 石英、輝石少、金雲母多 半裁竹管による沈線文、底部

205 2 前期 Ⅵ－C 明赤褐色 石英多、長石少、輝石 半裁竹管による沈線文、底部

206 2 前期 Ⅵ－d にぷい黄褐色 石英、輝石少、金雲母多 R L の縄文、口縁部は貼付、隆線が配され隆線上

にも縄文が施文

207 2 前期 Ⅵ－d にぷい橙色 石英多、長石少、輝石、黒色粒子、白色岩片少 L R の縄文

208 2 前 Ⅵ－d にぷい 笠 石英、 石 、 石′、、金雲母 前 受R の　　　 、 、、口

209 2 前期 Ⅵ－d にぷい褐色 石英、輝石少、金雲母多 R L の縄文

210 2 前期 Ⅵ－d にぷい赤褐色 石英、長石多、輝石、磁鉄鉱、金雲母少 Lの撚糸文？

211 2 前期 Ⅵ－d 橙色 石英、長石、輝石少、金雲母多 R L の縄文？

212 2 前期 Ⅵ一d 橙色 石英、長石少、黒色粒子少 R L の縄文？

213 2 前期 Ⅵ－d 明赤褐色 石英、長石少、黒色粒子少 R L の縄文？

214 3 前期 Ⅵ－d 明赤褐色 ． 石英、長石少、黒色粒子少 R L とL Rの羽状縄文 （結束なし）

215 3 前期 Ⅵ－d にぷい赤褐色 石英＼長石多、輝石、金雲母少 L R の羽状縄文 （結束なし）

216 2 前期 Ⅵ－d にぷい褐色 石英、輝石少、金雲母多 R L の縄文

217 3 前期 Ⅵ－d 灰黄褐色 石英、輝石少、金雲母多 R L の縄文

218 2 前 Ⅵ－d 石英、 石′、、黒　　 子 R L とL Rの羽、、　 、　 なし

219 2 前期 Ⅵ－d にぷい黄褐色 石英、輝石少、金雲母多 R L の縄文

220 2 前期 Ⅵ－d 明赤褐色 石英、輝石少、金雲母多 R L の縄文

221 2 前期 Ⅵ－d 明赤褐色 石英、長石多、輝石、磁鉄鉱少 R L R？の複節縄文

222 2 前期 Ⅵ－d にぷい橙色 石英、長石、黒色粒子少、砂質 口縁部は2段に貼り付けられており、全面にLの撚

糸文

や223 3 前期 Ⅶ 明赤褐色 石英、輝石多、金雲母 集合粂線を地文に二角形の削り取りが施される

224 2 中期 Ⅷ－a 明赤褐色 石英、長石多、輝石少 三角形と四角形の横区画文を、連続爪形文と二

角押文とで措く

225 2 中期 Ⅶ－a にぷい赤褐色 石英、長石多、輝石少 三角形と四角形の横区画文を、連続爪形文と二

角押文とで描く

226 2 中期 Ⅷ一a にぷい赤褐色 石英、長石、輝石多少、白色岩片少 口縁部を中心に隆帯を施す
ヽ227 2 中期 Ⅷ－a にぷい黄橙色 石英、長石、輝石多少、白色岩片少 口縁部の外側に二角押文・波状沈線を配する、浅

鉢

ヽ228 2 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、長石少、輝石少、白色岩片 ミミヅク把手、R Lの縄文を地文とし半裁竹管によ

る押引き、連続爪形文で三角形の区画を施す

229 2 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、黒色粒子、白色岩片少 口縁部に三角区画文を配し、隆帯脇を連続爪形

文で押さえる、区画内は三叉文、玉抱き三叉文で
充填、胴部は横区画を集合沈線で充填

ヽ230 2 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、黒色粒子、白色岩片少 三角区画文の隆帯脇に連続爪形文を配し、中心

には三叉文を持つ胴部は集合沈線で満たす

ヽヽ231 3 中期 Ⅷ－b 赤褐色 石英長石、輝石少 口縁部の内側に6単位の楕円形の区画内に連続

爪形文と波状の三角押文、浅鉢

　ヽ　　　　　　ヽヽ232 3 中期 Ⅷ一b 明赤褐色 石英、輝石少、金雲母少、白色岩片少 R Lの縄文を地文に、ミミヅク把手、波状沈線、連

続爪形文を施す

233 3 Ⅷ－b 生色 石英、黒色　 子′ゝ 死引U形 、ロ　 ロ

234 3 中期 Ⅷ－b にぷい黄橙色 石英、黒色粒子少 連続爪形文、口縁部

235 3 中期 Ⅷ一b 樫色 石英、長石、輝石少、白色岩片 R Lの縄文を地文に連続爪形文

236 3 中期 Ⅷ－b 樫色 石英、長石、輝石少、白色岩片 連続爪形文、半裁竹管による半円形の刺突

237 3 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、輝石多、金雲母少 楕円横区画文、連続爪形文
ヽ238 2 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、黒色粒子、白色岩片少 三角区画文の隆帯脇に連続爪形文を配し、中心

には三叉文を持つ胴部は沈線で満たす

239 2 Ⅷ－b にぷい 、 英　　　 、 雲 ミ′、 ●

240 3 中期 Ⅶ－b 橙色 ヽ
石英多、輝石、金雲母少 連続爪形文

241 3 中期 Ⅶ－b 橙色 石英多、輝石、金雲母少 連続爪形文、二叉文

　ヽヽ242 2 中期 Ⅶ一b 明赤褐色 石英多、輝石少、金雲母 楕円横区画文、連続爪形文、波状沈線

　ヽヽ243 2 中期 Ⅶ－b にぷい赤褐色 石英多、輝石、金雲母、白色岩片少 楕円横区画文、連続爪形文、波状沈線
．ヽ244 3 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英多、輝石、金雲母少、白色岩片少

石英、長石少、白色宥芹多－

楕円横区画文の隆帯横を連続爪形文でおさぇ、

波状沈線を施す

245 3 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 楕円横区画文、連続爪形文、二角押文

－55－



図版
番号

層 時期 ． 分類 色調 胎土 文様、調整等

246 2 中期 Ⅷ－b にぷい赤褐色 石英多、輝石、金雲母少‾ 楕円横区画文、連続爪形文

247 3 中期 Ⅶ－b にぷい赤褐色 石英多、金雲母、黒色粒子少 楕円横区画文、連続爪形文

248 3 中期 Ⅶ－b 樫色 石英、長石少、輝石少、白色岩片少 連続爪形文

249 2 中期 Ⅷ－b 樺色 石英、輝石少、黒色粒子多、繊維多 連続爪形文

250 3 中期 Ⅷ－b 橙色 石英、輝石少、黒色粒子多、繊維多 R L の縄文を地文に連続爪形文 ‾

251 2 中期 Ⅷ－b 橙色 石英、長石、輝石少 連続爪形文

252 3 中期 Ⅶ－b 樫色 石英、黒色粒子少 三角横区画文の隆帯脇を連続爪形文で押さえ

る、三叉文、沈線文

253 3 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、長石、輝石少、白色岩片多 楕円横区画文、連続爪形文

254 3 中期 Ⅷ－b にぷい赤褐色 石英、黒色粒子少 楕円横区画文、連続爪形文、沈線

255 2 中期 Ⅷ－b にぷい黄橙色 石英、黒色粒子少 浅鉢、半裁竹管による押引き、口縁部の外側に連

続爪形文

256 2 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、長石多、輝石少、金雲母 楕円形横区画文、隆帯上に刻み有り

257 2 中期 Ⅷ－b にぷい赤褐色 石英、長石多、輝石少、金雲母少 渦巻文

258 3 中期 Ⅷ－b 橙色 石英、長石、輝石少、白色岩片 隆帯上に刻み有り

259 3 中期 Ⅷ－b 樫色 石英少、輝石多、白色岩片 沈線による区画のなかを沈線によって充填

260 3 中期 Ⅶ－b 樫色 石英、長石少、輝石少、白色岩片多 横区画内沈線充填、下半部R L の縄文

261 3 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、長石少、輝石少、白色岩片多 縦区画文、隆帯上に刻み有り

262 3 中期 Ⅷ－b 樺色 石英、長石、輝石多、白色岩片少 R Lの縄文

263 3 中期 Ⅷ－b 明赤褐色 石英、長石、輝石少 R Lの縄文

264 3 中期 Ⅶ－b 橙色 石英、黒色粒子少 R Lの縄文

265 3 中期 Ⅶ－b 明赤褐色 石英、長石、輝石少 R Lの縄文、ミニチュア土器

266 3 ．中斯 Ⅶ－b 樫色 石英、黒色粒子少、白色岩片 前段L の多粂縄文の回転縄文

267 2 中期 Ⅷ－b 橙色 石英、長石、輝石少、金雲母 L の撚糸文

268 3 中期 Ⅶ－b 明赤褐色 石英、長石多、輝石少、金雲母少 L の撚糸文

269 3 中期 Ⅷ－C 明黄褐色 石英、長石多、輝石、金雲母少 顔面把手

270 3 中期 Ⅶ－C 明黄褐色 石英、長石、輝石少、白色岩片 楕円区画の隆帯上に刻み

271 3 中期 Ⅶ－C 明赤褐色 石英、長石、輝石少、白色岩片 蛇把手

272 2 中期 Ⅷ－C 明赤褐色 石英、長石、輝石多 口縁部に弧状の隆帯を集合

273 2 中期 Ⅶ－C 明黄褐色 石英、長石少、輝石多 口縁部に弧状の隆帯を集合

274 2 晩期 Ⅸ 明赤褐色 石英、長石多、輝石少 沈線の区画内にR L の縄文、沈線の交点に豚鼻状

の癌文、平縁の探鉢
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2　石　器

石器の帰属する時期に関しては、包含層の堆積が不安定であったことと、斜面堆積であったこととで

分離できていない。また土器の出土層位を見ると、早期～中期の遣物がほとんどレベル差を持たずに検

出されていることが分かり、出土層による分類も意味をなさないと考えられる。よってここでは縄文時

代早期～中期の遺物をまとめて器種別に扱うこととする。

（1）尖頭器

1区の頂部、N19グリッドより1点出土している。1はガラス質黒色安山岩製で、縄文時代草創期の

遣物と考えられる。先端部は欠損しており、基部は丸く、加工は素材剥片の剥離面を残すような非常に

粗いものである。

（2）石　鉄

未製品、欠損品を含めて27点が出土している。2は基部にU字状の挟りを持つもので、早期の石鉄の

可能性がある。5は貝殻状の剥片を素材としたもので、ブランテイングによく似た急角度の調整を加え

ることで整形したもので、非常に小型のものである。12は角状の脚部を持つ鍬形鉱でガラス質黒色安山

岩製である。7はヒンジフラクチャーを起こした剥片の末端部を打面として側線部の調整をおこなう。

未製品か。13～19は欠損晶、20～28は未製品もしくは未製品の一部である。21は分厚い剥片を素材とし

ており、掻器の可能性もあるが、下部に挟りを入れようとした痕跡があるので、石鉄の未製品とした。

（3）石　七

5点出土している。29はガラス質黒色安山岩の剥片を素材にし、背面は面的な調整が施され、打面を

取り去っている。30はホルンフェルスの剥片を素材とし、剥片の形状をあまり変えることなく挟り部と

刃部を削出する。打面が残る。31は頁岩製で、頸部の挟部を削出しようとした形跡がある。また剥片の

末端部には使用痕がある。石七の未製品と考えている。32は圧砕岩製の両面加工のもので、刃部は裏面

が最終調整面となっており、刃部再生の痕跡が残る。33は硬質細粒凝灰岩製で、薄手の剥片を素材とし

ている。右縁辺部は刃部をつくった後に節理によって折れているが、この折面を打面として調整を再び

加えている。

（4）扶入削器・楔形石器

34は剥片の縁辺部にノッチ部分を設けたもので、欠損晶と考えられる。35～43は裸形石器で、上下、

あるいは左右に対称的にダメージが観察されるものである。石材は39がガラス質黒色安山岩である他は、

全て黒曜石である。

（5）石　斧

磨製石斧が3点（44～46）、打製石斧（47～59）が13点出土している。44は珪質細粒圧砕岩製で、擦切

技法で制作される擦切磨製石斧である。部分的に敲打痕が残るが、ほぼ全面が磨かれており、側線部に

は制作時の溝が観察できる。また挿図中胴部網掛け部は装着痕で、わずかに面が凸凹しているのが観察

できる。刃部には使用痕と考えられる光沢あり。45は欠損晶で先端部のみが残る。乳棒状磨製石斧と考

えられ、刃部には使用痕が観察される。46は未製品で扁平な礫を素材とし、上下部を打って整形する。

刃部や側線部を中心に擦痕も観察できる。47は分割した礫を素材とし、その縁辺部に調整を加えている

もので、裏面には分割面をそのまま残すため断面形は半月形を呈する。刃部には原礫面が残り、先端部

付近には擦痕が観察されるが、使用痕であるかは判然としない。48～56は短冊形の打製石斧で、そのほ

とんどが欠損品である。48はホルンフェルスの扁平な剥片を素材としたもので、比較的粗く調整したの

ち、縁辺部に細かい剥離を加えて形を整えている。同一方向の節理割れを起こしており、使用痕等は観

察されない。49は砂岩製で両刃の石斧と考えられる。側線部のエッジ部分は敲打によって潰されている。

着柄のためというよりも、握るためのものと考えられる。50は白雲母片岩製である。石の目に沿って剥
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離された、板状の剥片を素材として、縁辺部に調整を加えただけのものである。風化が激しい。52はホ

ルンフェルスの原礫面が残る剥片を素材としたものである。節理に沿って割れている。59は原礫面をも

つ剥片を素材とした小型の打製石斧である。

（6）敲石・磨石・凹石

64点が出土しており、複合石器も多い。60～97は敲石として分類したものである。60～74は棒状の礫

の上下端に敲打痕を残すもので、中でも60～65、66、67は石器制作のためのハンマーストーンを思わせ

るように、比較的敲打部が尖っている。75～97は扇平な礫を素材として、敲打痕が縁辺部に及ぶ。98～

101は磨石、102～105は磨石、敲石、凹石の複合石器である。106は断面が三角形を呈し、稜に磨痕が観

察される、特殊磨石と呼ばれるものである。107～124は磨石と敲石の複合石器である。礫の端部に敲打

痕が、平坦部に磨痕が観察されるのが一般的である。
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表3　石器観察表
図版

No．
層位

遺物

番号
器種 石材

最大縦長

（mm）

最大横長

（mm）

最大厚

（mm）

重量

（g）
備考

1 3 0 52 6 尖頭器 ガ ラス質黒色安山岩 （75．6） （45．3） （12．5） （43．2）欠損品

2 3 0 3 14 石鉄 黒曜石 11．3 15．3 3．0 0．4

3 2 0 07 2 石鉄 黒曜石 （15．2） （14．2） （2．7） （0．3）欠損晶

4 3 0 37 1 石鉄 黒曜石 13．6 13．2 3．0 0．4 S B O 2 出土

5 2 0 14 0 石鉄 黒曜石 10．6 9．2 2．9 0．2 縁辺部のみの調整

6 3 0 45 7 石鉄 黒曜石 15．0 13．3 3．0 0．5

7 3 0 45 3 石鉄 黒曜石 （16．8） （14．4） （2．2） （0．4）未製品 ？ （欠損 晶）

8 3 0 00 4 石鉄 黒曜石 （12．8） （14．0） （3．3） （0．4）欠損品

9 3 0 3 56 石鉄 黒曜石 （18．1） （16．1） （4．1） （0．8）欠損品

10 3 0 47 5 石鉄 黒曜石 （15．＿7） （13．8） （5．0） （0．8）欠損品

11 表採 000 6 石鉱 黒曜石 （25．4） （16．0） （3．8） （0．9）欠損品

12 3 0 1 56 石鉄 ガラス質黒色安山岩 20．6 166．6 3．8 0．8

13 3 0 2 65 石鉄 黒曜石 （11．0） （17．1） （3．7） （0．7）欠損品

14 3 0 28 7 石鉱 黒曜石 （14．9） （14．1） （4．6） （0．7）欠損晶

15 3 0 4 29 石鉄 黒曜石 （12．9） （14．9） （4．4） （0．7）S ・B O l 出土、欠損品

16 3 0 0 36 石鉄 黒曜石 （20．2） （12．3） （3．4） （0．4）欠損品

17 3 0 00 1 石鉄 黒曜石 （15．0） （15．5） （3．8） （0．8）欠損品

18 3 05 00 石鉄 黒曜石 （23．2） （16．9） （6．4） （1．6）欠損品

19 2 00 56 石鉄 黒曜石 （26．2） （11．8） （5．2） （1．1）未製品 （欠損）

20 3 01 88 石鉄 黒曜石 （15．1） （16．4） （6．9） （1．2）
未製品、欠損後 楔形石器 とし

て使用

21 3 024 4 石鉄 黒曜石 13．4 1 9．1 7．6 1．7 未製品

22 表採 00 07 石鉄 黒曜石 （14．7） （15．7） （4．5） （0．9）欠損品

23 3 03 0 1 石鉄 黒 曜石 （19．5） （1・8．3） （3．8） （0．8）未製品 （欠損）

24 3 044 0 石鉄 黒曜石 （17．5） （19．2） （7．9） （1．5）未製品 （欠損）

・25 2 01 15 石鉄 黒 曜石 27．6 2 3．2 9．5 4．9 未製品

26 3 04 86 石鉄 黒 曜石 24．3 1 7．1 5．8 2．2 未製品

27 2 00 30 石鉄 黒 曜石 （19．6） （24．2） （10．1） （3．5）未製品 （欠損）

28 3 00 74 石鉄 黒 曜石 （12．5） （22．．2） （6．6） （1．9）未製品 （欠損）

29 2 0 190 石七 ガラス質黒色安 山岩 38．1 5 2．5 8．3 14．9 剥片 の背面 を面的に調整する

30 2 0 139 石七 ホルンフェルス 58．8 6 5．7 11．5 37．1

打面 を残 した剥片素材、縁 辺

部 にのみ調整 を加え、刃部 を

削 出す る

31 2 0 188 石七 頁岩 77．1 7 6．3 22．9 116．1
原礫面 を残す分厚い剥片を側

線部か ら調整、未製品

32 3 1 00 87 石七 圧砕岩 32．3 4 3．0 9．8 9．6 両面調整

33 2 00 69 石七 硬質細粒凝灰岩 40．2 4 1．5 6．5 9．3
剥片 を素材 とし、縁辺部よ り

調整 を加 える．

34 3 00 07 扶入削器 黒曜石 （17．9） （19．2） （5．4） （1．5）欠損品

35 3 0 169 楔形石器 黒曜石 20．5 12．4 8．6 1．8

3 6 3 04 8 2 楔形石器 黒曜石 20．5 9．3 5．2 0．8

3 7 3 04 48 楔形石器 黒曜石 18．‾6 7．7 7．4 0．7

3 8 2 00 08 楔形石器・ 黒曜石 21．9 10．1 9．7 2．2

3 9 2 0 12 5 楔形石器 ガラス質黒色 安山岩 27．1 13．4 6．3 3．1

4 0 3 0 17 8 楔形石器 黒曜石 32．6 12．8 6．6 2．2

4 1 3 04 8 9 楔形石器 黒曜石 32．2 7．8 5．4 1．．6

4 2 3 04 5 9 楔形石器 黒曜石 27．8 17．3 14．3 5．9

4 3 3 0 10 6 楔形石器 黒曜石 35．3 18．6 13．4 6．8

4 4 2 】0 17 9 磨製石斧 珪質細粒圧砕 岩 16 0．0 4 9．0 20．8 279．3
緊縛痕 、刃部 に使用痕、側線

部 に擦切時 の溝が観察 される

45 2 0 025 磨製石斧 緑色凝灰岩 （54．1） （53．2） （24．0） （111．4）欠損 晶、刃部 に使用痕

46 3

！。・12 6

1

磨製石斧 細粒安山岩 96．0 6 1．2 1 5．5 16 6．4

扁平 な礫 を素材 とし、上下端

を打 ち欠 き整形す る。未製

。日日0

4 7 3 04 8 4 打製石斧 硬砂岩 （74．9） （51．1） （23．8） （113．6）刃部磨製 、欠損晶

48 2 0 08 5 打製石斧 ホル ンフエルス （126．0） （53．9） （16．9） （124．2）短冊形 、節理割れ、欠損晶

49 2 0 13 7 打製石斧 砂岩 （166．0） （46．5） （30．1） （267．8）
短 冊形 、縁辺部 に着柄 のため

の潰痕 あ り。両刃 、欠損品
ヽ

50 3 0 57 1 打製石斧 白雲母片岩 （11 2．0） （40．6） （13．7） （85．5）短冊形 、風化 が激 しい、欠損

。日日
51 3 0 44 5 丁 一石 石安山岩 （10 1．7） （43．9） ‘（20．4） （114．4） ロ　 形、欠 ′品

52 2 0 08 6 打製石斧 ホル ンフエルス （110．7） （46．4） （19．1） （105．7）短冊形 、欠損 品

53 2 0 06 4 打製石斧 硬砂岩 122．7 48．1 2 0．8 14 4．2
短冊形 、縁 辺部 に着柄 のため

の潰痕 あ り

54 2 0 08 4 打製石斧 ホル ンフエルス 82．4 46．8 2 4．2 9 5．2 堅冊形

55 3 0 08 8 打製石斧 細粒安山岩 （82．8） （40．8） （13．9） （74．5）短冊形、欠損 品

56 3 0 37 9 打製石斧 砂岩 （98．1） （54．1） （15．1） （74．6）短冊形、欠損晶

57 2 0 16 7 打製石斧 角閃石 （86．1） （54．9） （14．1） （67．4）欠損品

58 2 0 09 6 打製石斧 ホル ンフエルス （11 9．7） （37．6） （15．0） （82．5）撥形、節理割 れ、欠損 晶

59 3 0 46 0 打製石斧 ホル ンフエルス 64．3 48．0 11．．9 3 3．9 撥形、節理割 れ

60 表採 000 4 敵石 玄武岩 （41．5） （30．5） （23．0） （75．3）欠損品

61 2 0 17 0 敲石 輝石安山岩 ‾ （52．5） （39．0） （38．5） （83．4）欠損晶

62 3 0 13 5 敲石 輝石安 山岩 68．5 4 0．0 3 3．5 13 5．8

63 2 0 17 8 敲石 玄武岩質溶岩 （75．0） （42．0） （28．5） （110．2）欠損晶

64 3 0 54 1 敲石 輝石安 山岩 102．0 4 6．5 3 1．0 19 0．7

65 2 0 13 4 敵石 石英質砂岩 102．0 6 3．0 3 7．0 3 54．9

66 3 0 3 65 敲石 玄武岩 53．0 4 3．5 3 5．0 9 7．8

67 3 0 4 18 敲石 細粒安 山岩 102．5 5 5．0 3 6．0 2 13．7

68 3 0 43 5 敲石 細粒安 山岩 （91．0） （52．0） （40．0） （174．3）欠損品

69 3 0 2 62 敲石 玄武岩 127．5 5 6．5 4 8．0 4 62．8

70 3 04 12 敵石 輝石安 山岩 47．0 3 2．5 26．5 4 8．3

7 1 2 00 67 敲石 輝石安 山岩 67．0 4 5．0 4 0．0 1 68．2
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図版

Ⅳ0．
層位

遺物

番号
琴種 石材

最大縦長

（mm）

最大横長

（mm）

最大厚

（mm）

重量

（g）
備考

72 2 0 17 5 敲石 輝石安 山岩 （68．0） （66．5） （59．0） （23 0．0）欠損晶

73 2 0 184 敲石 角 閃石デイサイ ト （59．0）‘ （44．0） （38．0） （10 8．4）欠損 品

74 2 0 187 敲石 角 閃石 デイサイ ト （43．0） （34．0） （35．0） （43．0）欠損 晶

75 2 00 49 敲 石 輝石安 山岩 128．5 9 8．0 56．0 10 73．5

7 6 3 02 8 1 敲 石 輝石安 山岩 99．5 8 8．0 38．5 5 04．0

77 2 0 186 敲 石 細粒安 山岩 94．0 8 5．0 46．0 5 57．2

78 2 0 176 敲 石 玄武岩質溶岩 （134．5） （55．0） （54．0） （39 2．9）欠損晶

79 2 00 12 敲 石 輝石安山岩 （68．0） （58．0） （38．0） （20 2．3）欠損品

80 3 05 23 敲 石 玄武岩質溶岩 （50．0） （79．0） （28．5） （12 6．2）・欠損品

81 3 00 7 1 敲石 輝石安山岩 （33．0） （57．5） （32．0） （79．3）欠損品

82 2 00 82 敲石 輝石安山岩 （44．0） （93．0） （57．0） （29 6．1）欠損晶

83 3 04 42 敲 石 輝石安山岩 100．0 8 5．0 38．5 4 74．8

84 表採 00 03 敲石 閃緑岩 98．0 8 7．5 42．0 5 34．1

85 3 004 6 敵石 輝石安山岩 105J O 8 5．0 4 5．0 5 53．7

86 3 03 67 蔽石 輝石安山岩 （54．0） （82．0） （55．5） （11 5．8）欠損品

87 3 04 19 敲石 輝石安山岩 107．5 9 0．0 52．0 5 05．8

‘88 2 01 89 敲石 輝石安山岩 （108．0） （70．5） （36．0） （34 0．0）欠損品

89 3 00 77 敲石 デイサイ ト 83．0 7 3．0 31．0 24 3．3

90 3 ・04 54 敵石 玄武岩 （73．0） （60．0） （38．0） （17 8．8）欠損晶

91 3 04 20 敲石 玄武岩 （81．0） （58．5） （34．0） （15 3．3）欠損晶

92 2． 01 93 敲石 輝石安山岩 （81．0） （50．5） （59．5） （26 0．6）欠損品

93 3 00 64 敵石 輝石安山岩 （91．0） （60．5） （39．0） （24 8．0）欠損晶

94 3 05 60 敲石 輝石安山岩 （92．0） （65．0） （55．5） （47 1．8）欠損晶

95 3 01 70 敲石 輝石安山岩 （56．0） （85．0） （36．0） （20 5．3）欠損品

96 3 007 0 敲石 閃緑岩 （56．5） （78．5） （42．5） （214．5）欠損晶

97 3 02 59 敵石 玄武岩 （38．0） （49．0） （37．5） （71．8）欠損晶

98 2 00‾50 磨石 輝石安山岩 （108．0） （84．0） （56．0） （7卵 ．3）欠損晶

99 3 04 17 磨石 細粒安山岩 （87．0） （73．0） （39．0） （26 2．9）欠損晶

100 2 0 06 0 磨石 安山岩質溶岩 （70．5） （59．0） （36．0） （193．7）欠損晶

101 2 0 1 18 磨石 細粒安山岩 （71．‾5） （93．5） （47．0） （497．3）欠損晶

‘102 3 0 08 3 敲石 ・磨石 玄武岩質溶岩 （74．5） （78．0） （39．0） （238．8）欠損晶

103 3 0 19 8 敲石 玄武岩質溶岩 104．5 79．0 5 2．0 60 8．4

10 4 3 0 26 1 敵石 ・磨石 玄武岩質溶岩 105．0 78．0 3 5．．0 63 0．4

10 5 2 0 16 5 敲石 ・磨石 玄武岩 （84，5） （54，5） （43．0） （312．6）欠損晶

106 2 0 18 2 敵石 ・磨石 輝石安山岩 （65．5） （67・．5） （46．0） （249．8）欠損晶、特殊磨石

107 3 0 53 3 敲石 ・磨石 輝石安山岩 93．0 4 1．0 4 4．0 25 7．6

1．08 3 0 36 8 敵石 ・磨石 玄武岩 （88．5） （54．5） （59．0） （230．6）欠損晶

109 2 0 02 7 敵石 ・磨石 輝石安山岩 127．5 74．5 4 8．5 72．12

1 10 表採 000 5 敲石 ・磨 石 輝石安山岩 （100．5） （69．0） （68．0） （64 7．2）欠損品

111 2 0 05 3 敵石 ・磨 石 輝石安山岩 （104．5） （77．0） （53．0） （614．8）欠損品

112 2 0 18 3 敲石 ・磨石 輝石安山岩 158．5 82．0 6 9．0 14 2 8．1

1 13 3 0 154 敲石 ・磨石 砂岩 124．0 86．0 4 0．0 65 1．5

114 3 0 08 5 敵石 ・磨石 輝石安山岩 （51．0） （88．0） （39．5） （218．8）欠損晶

115 2 0 004 敲石 ・磨石 安山岩質 溶岩 ー（66．0） （79．5） （47．5） （32 1．9）欠損品

116 2 0 00 1 敲石 ・磨石 輝石安山岩 （60．0） （80．0） （29．0） （174．7）欠損晶

117 3 0 09 5 敵石 ・磨石 輝石安山岩 （92．0） （87．5） （36．0） （465．8）欠損 晶

118 2 0 05 5 敲石 ・磨石 輝石安山岩 （87．5） （62．5） （51．0） （367．2）欠損 晶

119 3 0 05 5 敲石 ・磨石 輝石 安山岩 92．5 75．0 4 6．0 4 40．2

120 表採 000 2 敲石 ・磨石 輝石 安山岩 121．0 72．5 4 5．0 63 5．1

12 1 3 0 30 5 敲石 ・磨石 輝石 安山岩 104．0 9 1．0 50．0 4 5 5．9

12 2 3 00 9 1 敲石 ・磨石 輝石安 山岩 （95．0） （70．5） （45．0） （29 4．7）欠損晶

123 3 0 299 敵石 ・磨石 玄武岩 149．5 10 5．0 84．0 19 99．2

124 2 0 128 敲石 ・磨石 石英 閃緑岩 （76．5） （71．5） （45．0） （22 0．5）欠損晶
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第Ⅳ章　調査の成果と課題

今回の調査では、縄文時代中期前半の住居跡が4軒検出された。遣物の出土状況からみると、3号住

居跡が新道式新段階、1号住居跡、2号住居跡、5号住居跡が藤内I式に属するものと考えられる。ま

た5号住居跡の覆土からは多数の土器、石器が検出されている。これらの遺物は1号・2号住居跡から

出土している土器と同一個体のものもあり、一見同一時期に存在したように思われる。しかし5号住居

跡の炉跡は壊され原型を留めず、遣物も東側に集中し、遺物周辺には炭化物が観察でき、あたかも遣物

の廃棄を示すようであった。よって小池遺跡では1号・2号住居跡が営まれていた時にすでに5号住居

跡は放棄され、土器、石器等の廃棄場所になっていたのではないかと考えている。これらの住居跡は痩

せ尾根の極狭い平坦地に営まれている。小池遺跡周辺では、縄文時代中期前半の住居跡を検出した遺跡

がいくつかあるが、いずれも痩せ尾根上の平坦地に2軒から3軒が検出されているのみである。当該期

の代表的な集落に長泉町の上山地遺跡がある。この遺跡は両側を谷で囲まれた幅200mほどの平坦地に立

地し、27軒の住居跡を検出しており、当遺跡などとは明らかに性格が異なる。またこのような遺跡は

愛鷹山麓、箱根西麓では上山地遺跡のみであり、この意味では特殊な遺跡といえる。縄文時代中期前半

のこのような遺跡のあり方は、単に地形的な制約を受けているだけなのか。それとも上山地遺跡のよう

な遺跡をこの地の拠点集落と考えるならば、小池遺跡などは一時的（季節的？）な使用による仮設住居

跡と考えられるのであろうか。中部高地の遺跡のあり方とともに今後の検討課題である。
l

遣物としては、早期後半の条痕文系土器が数の上では当遺跡の中心となる0中でも絡状体圧痕文が施

されたものが多い。前期の土器は、黒浜式から十三菩提式土器が出土している。前期の土器の特徴は、

接合資料が多いことで、遺跡の中で形式ごとにある程度かたまって出土している。単独で出土したもの

としては、ほぼ完形晶の磨製石斧がある。胴部には明確な着柄痕が観察され、刃部にも使用によるもの

と考えられる光沢が観察される。この磨製石斧は、2区の尾根の頂部より出土しており、当初埋納の可

能性を考えて周辺を精査したが遺構は検出されなかった0また同じく2区の尾根の頂部より縄文時代晩
註1

期の安行Ⅲa式土器が出土している。これは県東部では検出例がなく注目される。

当遺跡では山梨県都留文科大学教授　上杉陽氏による火山灰に関しての現地指導を実施している。火

山灰の同定は現地において肉眼でおこなわれた。東駿河湾環状道路関係の遺跡では、桧林A遺跡と下原

遺跡で同氏による火山灰の同定がおこなわれているが、今回の現地指導ではこれら遺跡間での層位認識

の食い違いが指摘された。具体的には第Ⅱスコリア層～第Ⅲ黒色帯間が問題となっている。現地の調査

員レベルでは今までニセローム等の鍵層からのスコリア層あるいは黒色帯の枚数で層位を決定していた。

しかし、堆積状況の違いでスコリア層の見え方の違いがあり、それが誤認の原因となった。スコリア層

と黒色土が互層となり、比較的分層が容易であると考えられてきた当地域であるが、それが裏目にでて

しまった例である。これは休場層、栗色土層にも同じことが考えられ、愛鷹山麓や他地域との対比を考

える上でもこれからますます火山灰同定（Y番号）は重要になってくると考えられる0

註1池谷信之氏の御教授による
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吉村たまみ　加藤　直美　川口　幸子　村川　裕子　鈴木　洋子　夏目不比等

山本　町子　重信美知子　真野　恵子　越後さっき

＜遣物写真撮影＞

斎藤　晋

＜石材同定＞

森嶋富士夫

石材名については、柴田　徹氏（東京都立青山高等学校教諭）の指導により、従来までの当研究所

での石材呼称を改め、関東地方との統一を図った。
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド 北緯／東経 調査期間 調査面積

（汀f）

調査原因

市町村 遺跡番ロ

こいけ みしまL とくら 22206 350 09′／ 1997 年 4 月 25130 m 道路建設

小　 池 三島市徳倉

1173－1

1380 55′32〝 ～

1997 年 10 月

に伴．う事

前調査

所収遺跡名 種別 主な年代 主な遺構 主な遣物 特記事項

小　 池 集落跡 縄文時代早期

住居跡

縄文早期～中期の 縄文時代中期

縄文時代前期

縄文時代中期

土器

石斧、石鉄、楔形

石器、敲石、磨石

藤内期の住居跡
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